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バ
タ
バ
タ
で
準
備
す
る
記
者
会
見
は
、
格
別
な
も
の
に
な

る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
５
月
2６
日
に
あ
っ
た
映
画「
急
に
具

合
が
悪
く
な
る
」の
み
な
さ
ん
の
会
見
に
つ
い
て
い
え
ば
、

事
務
局
の
担
当
者
に
よ
る
関
係
構
築
や
事
前
の
準
備
が
あ
っ

た
と
は
い
え
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー
・
エ

フ
ィ
ラ
さ
ん
と
岡
本
多
緒
さ
ん
が「
女
優
賞
」に
決
ま
っ
た

と
き
、
日
本
は
す
で
に
2４
日
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
の

開
催
決
定
と
周
知
と
諸
々
の
準
備
だ
っ
た
。

　
登
壇
者
が
確
定
し
た
の
も
当
日
に
な
っ
て
か
ら
。
そ
れ
ぞ

れ
別
々
に
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
監
督
の
濱
口
竜
介

さ
ん
は
会
見
開
始
直
前
に
姿
を
現
し
た
。
10
階
ホ
ー
ル
の
後

方
に
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
並
び
、
ひ
な
壇
の
前
に
は
身
を
か

が
め
て
カ
メ
ラ
を
構
え
る
人
た
ち
が
密
集
し
た
。
会
場
は
い

つ
も
よ
り
一
段
、
明
る
く
見
え
た
。

　
俳
優
の
２
人
が
質
問
に
答
え
て
い
る
と
き
、
濱
口
さ
ん
が

話
者
に
ず
っ
と
視
線
を
投
げ
て
聞
い
て
い
る
の
が
印
象
に
残

っ
た
。
そ
の
濱
口
さ
ん
と
の
仕
事
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
岡

本
さ
ん
が「
役
者
の
こ
と
を
と
て
も
よ
く
見
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
」と
語
っ
た
こ
と
が
す
っ
と
入
っ
て
き
た
。
濱
口
さ
ん

が「
俳
優
た
ち
が
本
当
に
何
か
を
感
じ
合
っ
て
い
れ
ば
、
そ

れ
も
カ
メ
ラ
に
記
録
さ
れ
る
。
本
当
に
そ
う
い
う
も
の
が
映

っ
た
と
感
じ
て
い
る
」と
語
る
間
、
岡
本
さ
ん
と
エ
フ
ィ
ラ

さ
ん
は
テ
ー
ブ
ル
の
下
で
そ
っ
と
手
を
取
り
合
っ
た
。

　
脚
本
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
言
葉
と
動
き
が
響
き
あ
う
。

傍
ら
で
そ
れ
を
眺
め
て
い
て
、
昔
の
映
画
評
論
家
で
は
な
い

け
れ
ど「
記
者
会
見
っ
て
、
本
当
に
い
い
も
ん
で
す
ね
」と

い
う
言
葉
が
浮
か
ん
だ
。�

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）

脚
本
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に

響
き
あ
っ
た
言
葉
と
動
き

ふたりに
カンヌ国際映画祭で最優秀女優賞を受賞した（左から）ヴィルジニー・エフィラさん、
岡本多緒さんと「急に具合が悪くなる」の濱口竜介監督
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生
涯
の
相
棒
と
共
に
歩
む

社
会
の
中
の
プ
ロ
野
球 

記
録

菅
谷
　
齊（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
共
同
通
信
社
社
友
）

　
そ
り
ゃ
野
球
さ
、
何
が
楽
し
く
て
面
白

い
か
っ
て
。
小
学
校
１
年
６
歳
か
ら
の
付

き
合
い
で
、
今
で
も「
栄
冠
は
君
に
輝
く
」

（
夏
の
甲
子
園
大
会
歌
）を
聞
い
て
か
ら
一

日
が
始
ま
る
。
よ
く
ぞ
こ
の
世
に
野
球
が

あ
っ
た
と
幸
運
に
い
つ
も
感
謝
し
て
い

る
。
野
球
は〝
我
が
生
涯
の
相
棒
”な
の

で
あ
る
。

　
野
球
の
力
を
再
発
見
し
た
の
は
共
同
通

信
時
代
に
大
阪
転
勤
で
阪
神
担
当
に
な
っ

た
と
き
。「
お
前
、
法
政
二
高
野
球
部
だ

っ
て
ね
」と
首
脳
陣
ら
に
声
を
掛
け
ら
れ

た
。
法
政
二
高
は
筆
者
が
在
学
中
の
１
９

６
０
年
夏
、
翌
年
春
と
甲
子
園
で
連
覇
。

全
国
紙
が「
難
攻
不
落
」「
戦
後
最
強
」と

報
道
し
た
。
勝
因
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の

が
大
リ
ー
グ
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
戦
法
。
基
本

重
視
の
教
科
書
で
丁
寧
、
確
実
な
プ
レ
ー

を
教
え
込
ま
れ
、
さ
ら
に
準
備
、
実
行
、

確
認
の
３
条
件
が
重
な
っ
た
。
プ
ロ
が
高

校
の
野
球
の
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
エ
ー
ス
の
江
夏
豊
も
そ
の
一
人
だ

っ
た
。

　
巨
人
の
Ｖ
９
時
代
、
明
ら
か
に
ス
タ
ン

ド
入
り
の
飛
球
な
の
に
三
塁
手
の
長
嶋
茂

雄
も
一
塁
手
の
王
貞
治
も
全
力
で
フ
ェ
ン

ス
ま
で
走
っ
て
い
く
。「
神
風
が
吹
い
て

フ
ラ
イ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻
る
か
も
し
れ

ん
。
万
が
一
に
備
え
て
い
る
の
だ
」と
監

督
の
川
上
哲
治
。
プ
ロ
最
強
チ
ー
ム
の
神

髄
を
知
っ
た
。

■「
長
嶋
復
帰
」消
え
た
ス
ク
ー
プ

　
取
材
で
印
象
深
い
の
は
３
大
事
件
。
敗

退
行
為
、
江
川
の
プ
ロ
入
り
、
長
嶋
監
督

の
解
任
で
あ
る
。
新
聞
で
い
え
ば
社
会
面

に
大
き
く
載
っ
た
。
二
・
二
六
事
件
の
あ

っ
た
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
に
公
式
戦
を

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
ピ
ン
チ
を
克
服

し
て
今
日
の
プ
ロ
野
球
は
あ
る
。
個
人
的

に
は
84
年
の
長
嶋
の
監
督
復
帰
断
念
。
大

洋
監
督
の
関
根
潤
三
が
私
を
呼
ん
で「
ミ

ス
タ
ー
な
、
来
年
大
洋
に
来
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
ぞ
」。
け
れ
ど
も
長
嶋
本
人
が
有

力
支
持
者
の
経
済
人
か
ら「
お
前
は
巨
人

の
長
嶋
だ
」と
諭
さ
れ
て
復
帰
劇
は
終
わ

っ
た
。
で
っ
か
い
ス
ク
ー
プ
も
消
え
た
。

ま
さ
に
万
が
一
だ
っ
た
。

　
プ
ロ
野
球
の
黄
金
時
代
は
名
勝
負
に
大

記
録
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
…
と
話
題
は
盛
り

沢
山
だ
っ
た
。
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
話
を
数
多
く

聞
い
た
。
戦
前
の
こ
と
も
。
す
ご
い
、
ま

さ
か
、
び
っ
く
り
。
社
会
の
中
の
プ
ロ
野

球
を
視
点
と
し
て
取
材
を
続
け
、
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
ま
と
め
た
の
が『
日
本
プ

ロ
野
球
の
歴
史
』で
あ
る
。

■「
丁
寧
と
確
実
」を
常
に
指
導

　
60
代
半
ば
か
ら
東
京
・
港
区
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
と
区
立
六
本
木
中
学
校
の
野
球
部

を
預
か
っ
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
ド
ジ
ャ

ー
ス
戦
法
を
話
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
を

想
定
し
て
薄
皮
を
重
ね
る
よ
う
に
チ
ー
ム

を
作
り
上
げ
て
い
く
。
指
導
の
成
果
は
教

え
子
た
ち
の
何
人
も
が
、
高
校
の
硬
式
野

球
部
で
主
将
を
務
め
、
監
督
代
行
を
し
た

こ
と
だ
っ
た
。
そ
ん
な
教
え
子
た
ち
は
公

認
会
計
士
、
化
学
博
士
、
金
融
マ
ン
、
歯

科
医
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
支
配
人
、
大
手
食

品
や
不
動
産
の
御
曹
司
、
警
視
庁
な
ど
官

僚
の
息
子
、
高
級
す
し
店
の
職
人
、
小
中

高
の
教
師
、
寺
の
住
職
に
葬
儀
屋
の
次
男

す
が
や
・
ひ
と
し
　
１
９
４
３
年
８
月
３
日

東
京
生
ま
れ
　
法
政
大
卒
　
69
年
共
同
通
信

社
入
社
　
主
に
野
球
を
取
材
し
巨
人
　
阪
神
　

大
リ
ー
グ
を
担
当
　
84
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五

輪
特
派
員
　
名
古
屋
支
社
運
動
部
長
　
本
社

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
部
長
　
編
集
委
員
　
野
球

殿
堂
選
考
代
表
幹
事
　
三
井
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ

ラ
ブ
賞
を
設
立
　
社
団
法
人
野
球
振
興
会（
プ

ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）事
務
局
長
　
東
京
プ
ロ

野
球
記
者
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
会
長
　
法
政
二
高
の

硬
式
野
球
部
時
代
に
甲
子
園
大
会
の
夏
春
連

覇
を
経
験
　
著
書
は『
日
本
プ
ロ
野
球
の
歴
史

―
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
』（
大
修
館
書

店
　
２
０
２
３
年
）　
野
球
指
導
書
な
ど

坊
。
プ
ロ
野
球
の
清
原
和
博
や
高
津
臣
吾

の
息
子
、
日
本
ハ
ム
の
清
宮
幸
太
郎
、
大

学
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
優
勝
、
メ
キ
シ
コ
に

渡
っ
て
プ
レ
ー
を
続
け
る
者
、
人
気
タ
レ

ン
ト
な
ど
多
士
済
々
。
彼
ら
は
Ｏ
Ｂ
会
で

「
常
に
丁
寧
に
確
実
に
、
で
す
」と
言
っ

て
く
れ
る
。

　
12
歳
上
の
姉
に
よ
る
と
母
は
戦
前
に
海

外
旅
行
し
た
ハ
イ
カ
ラ
な
女
性
だ
っ
た
一

方
、
都
内
の
料
亭
の
女
将
だ
っ
た
か
ら
粋

で
気
性
は
さ
っ
ぱ
り
。
晩
年
は
生
ま
れ
育

っ
た
麻
布
の
家
で
私
に「
こ
ん
な
ざ
れ
歌

知
っ
て
い
る
か
い
？
」。江
戸
っ
子
は
五
月

の
鯉
の
吹
き
流
し�

口
先
ば
か
り
で
腸

は
ら
わ
たは

な
し
…
。「
お
前
は
江
戸
っ
子
の
切
れ
っ
ぱ

し
だ
ね
え
」。
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て

野
球
ば
っ
か
り
、と
い
う
の
だ
っ
た
。「
丁

寧
と
確
実
」を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
そ
の
通

り
の〝
幸
運
な
人
生
”を
謳お

う

歌か

し
て
い
る
。
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５
月
27
日
の
社
員
総
会
に
２
０
２
５
年

度
の
事
業
を
報
告
し
た
。
行
事
総
数
は
１

７
０
回
で
、
記
者
会
見
な
ど
の
プ
レ
ス
行

事
は
１
５
５
回
と
、
会
見
数
を
絞
っ
た
前

年
度
か
ら
11
件
増
え
た
。
会
見
の
平
均
参

加
者
は
約
71
人
で
、
コ
ロ
ナ
以
降
に
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
と
な
っ
て
か
ら
目
標
に
し
て

き
た
80
人
と
の
差
が
前
年
度
よ
り
広
が
っ

た
。

　
25
年
度
の
最
大
の
特
徴
は
、
参
院
選
、

自
民
党
総
裁
選
、
衆
院
選
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
討
論
会
を
ク
ラ
ブ
主
催

で
実
施
し
た
こ
と
だ
。
衆
院
選
７
党
党
首

討
論
会
に
は
３
１
７
人
、
自
民
党
総
裁
選

は
２
８
８
人
、
参
院
選
８
党
党
首
討
論
会

は
２
７
４
人
が
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
選
挙

に
絡
ん
だ
討
論
会
を
除
く
と
、
２
０
０
人

以
上
を
集
め
た
大
型
会
見
は
な
か
っ
た
。

ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
五
輪
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
・
ペ
ア
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
三
浦
璃
来
さ
ん
、
木
原
龍
一
さ
ん
会

見
の
１
８
４
人
が
、
最
も
参
加
者
の
多
い

会
見
に
な
っ
た
。

　
テ
ー
マ
を
設
け
た
研
究
会
は
13
シ
リ
ー

ズ
を
展
開
し
た
。
米
価
高
騰
を
受
け
た

「『
コ
メ
』は
い
つ
ま
で
主
食
か
―
価
格
急

騰
を
考
え
る
」の
ほ
か
、
年
初
恒
例
と
な

っ
て
い
た「
経
済
見
通
し
」シ
リ
ー
ズ
を

「
２
０
２
６
年
経
済
展
望
　
激
動
の
世
界

と
日
本
を
読
む
」と
改
題
し
、
政
治
・
国

際
・
社
会
情
勢
を
経
済
か
ら
考
え
た
。

　
大
阪
で
の
２
度
目
の
万
博
に
合
わ
せ
て

来
日
す
る
各
国
の
要
人
を
招
き
た
い
と
考

え
た
が
、
会
見
を
開
い
た
の
は
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ギ
デ
オ
ン
・
サ
ア
ル
外
相
と
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
政
府
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
・

ア
ム
ー
ル
国
民
経
済
相
の
み
だ
っ
た
。

　
毎
夏
に
開
催
し
て
い
る
記
者
研
修
会
は

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
術
、
記
者
の
基

本
の
キ
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
、
フ
ァ
ク

ト
チ
ェ
ッ
ク
、
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施
し

た
。
ほ
か
に
も
調
査
報
道
と
Ｉ
Ｔ
を
テ
ー

マ
に
し
た
土
曜
記
者
ゼ
ミ
、
サ
イ
バ
ー
犯

罪
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た

サ
イ
バ
ー
記
者
ゼ
ミ
も
展
開
し
た
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
は
日
本
経
済
新
聞

社
論
説
委
員
会「
春
秋
」担
当
兼
総
合
解

説
セ
ン
タ
ー
編
集
委
員
の
大
島
三
緒
さ

ん
、
特
別
賞
は
中
国
新
聞
社「
決
別
　
金

権
政
治
」取
材
班
と
、
三
重
テ
レ
ビ
放
送

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
取
材
班
に
そ
れ
ぞ
れ
贈

っ
た
。
毎
年
３
月
11
日
を
前
に
派
遣
し
て

い
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
構
内
と

周
辺
自
治
体
へ
の
取
材
団
に
は
19
社
か
ら

19
人
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
当
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
多
大
な
貢

献
が
あ
っ
た
と
し
て
、
30
年
以
上
、
企
画

委
員
を
務
め
た
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
シ
ニ
ア
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
川
戸
惠
子
さ
ん
が
理
事

会
の
推
挙
を
へ
て
功
労
会
員
と
な
っ
た
。

　
会
報
に
は
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
詳
報
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
し
や
す
さ
に
も
取

り
組
ん
だ
。

事
業
収
益
増
が
会
費
減
埋
め
る

　
２
０
２
５
年
度
の
決
算
は
、
経
常
収
益

が
約
３
億
４
２
９
５
万
円
、
経
常
費
用
は

約
３
億
３
８
６
８
万
円
と
な
り
、
正
味
財

産
が
約
４
２
８
万
円
増
加
す
る
黒
字
と
な

っ
た
。
会
員
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
受
取
会
費
は
前
年
度
よ
り
約
５
４
３

万
円
減
少
し
た
が
、
事
業
収
益
が
前
年
度

よ
り
約
５
１
１
万
円
増
加
し
た
。
前
年
度

後
半
に
実
施
し
た
貸
室
料
の
値
上
げ
等
が

影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。こ
れ
に
加
え
て
、

職
員
の
定
年
退
職
に
伴
い
、
人
件
費
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
黒
字
に
つ
な
が
っ

た
。

　
た
だ
、
値
上
げ
の
効
果
が
こ
れ
以
上
拡

大
す
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
に
加
え
、

職
員
の
補
充
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
は
変
わ
り
は

な
い
。�

（
江
木
）

２５
年
度
の
行
事
総
数
１
７
０
回

事
業
収
益
健
闘
し
黒
字
決
算
に
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生
涯
の
相
棒
と
共
に
歩
む

社
会
の
中
の
プ
ロ
野
球 

記
録

菅
谷
　
齊（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
共
同
通
信
社
社
友
）

　
そ
り
ゃ
野
球
さ
、
何
が
楽
し
く
て
面
白

い
か
っ
て
。
小
学
校
１
年
６
歳
か
ら
の
付

き
合
い
で
、
今
で
も「
栄
冠
は
君
に
輝
く
」

（
夏
の
甲
子
園
大
会
歌
）を
聞
い
て
か
ら
一

日
が
始
ま
る
。
よ
く
ぞ
こ
の
世
に
野
球
が

あ
っ
た
と
幸
運
に
い
つ
も
感
謝
し
て
い

る
。
野
球
は〝
我
が
生
涯
の
相
棒
”な
の

で
あ
る
。

　
野
球
の
力
を
再
発
見
し
た
の
は
共
同
通

信
時
代
に
大
阪
転
勤
で
阪
神
担
当
に
な
っ

た
と
き
。「
お
前
、
法
政
二
高
野
球
部
だ

っ
て
ね
」と
首
脳
陣
ら
に
声
を
掛
け
ら
れ

た
。
法
政
二
高
は
筆
者
が
在
学
中
の
１
９

６
０
年
夏
、
翌
年
春
と
甲
子
園
で
連
覇
。

全
国
紙
が「
難
攻
不
落
」「
戦
後
最
強
」と

報
道
し
た
。
勝
因
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の

が
大
リ
ー
グ
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
戦
法
。
基
本

重
視
の
教
科
書
で
丁
寧
、
確
実
な
プ
レ
ー

を
教
え
込
ま
れ
、
さ
ら
に
準
備
、
実
行
、

確
認
の
３
条
件
が
重
な
っ
た
。
プ
ロ
が
高

校
の
野
球
の
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
エ
ー
ス
の
江
夏
豊
も
そ
の
一
人
だ

っ
た
。

　
巨
人
の
Ｖ
９
時
代
、
明
ら
か
に
ス
タ
ン

ド
入
り
の
飛
球
な
の
に
三
塁
手
の
長
嶋
茂

雄
も
一
塁
手
の
王
貞
治
も
全
力
で
フ
ェ
ン

ス
ま
で
走
っ
て
い
く
。「
神
風
が
吹
い
て

フ
ラ
イ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻
る
か
も
し
れ

ん
。
万
が
一
に
備
え
て
い
る
の
だ
」と
監

督
の
川
上
哲
治
。
プ
ロ
最
強
チ
ー
ム
の
神

髄
を
知
っ
た
。

■「
長
嶋
復
帰
」消
え
た
ス
ク
ー
プ

　
取
材
で
印
象
深
い
の
は
３
大
事
件
。
敗

退
行
為
、
江
川
の
プ
ロ
入
り
、
長
嶋
監
督

の
解
任
で
あ
る
。
新
聞
で
い
え
ば
社
会
面

に
大
き
く
載
っ
た
。
二
・
二
六
事
件
の
あ

っ
た
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
に
公
式
戦
を

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
ピ
ン
チ
を
克
服

し
て
今
日
の
プ
ロ
野
球
は
あ
る
。
個
人
的

に
は
84
年
の
長
嶋
の
監
督
復
帰
断
念
。
大

洋
監
督
の
関
根
潤
三
が
私
を
呼
ん
で「
ミ

ス
タ
ー
な
、
来
年
大
洋
に
来
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
ぞ
」。
け
れ
ど
も
長
嶋
本
人
が
有

力
支
持
者
の
経
済
人
か
ら「
お
前
は
巨
人

の
長
嶋
だ
」と
諭
さ
れ
て
復
帰
劇
は
終
わ

っ
た
。
で
っ
か
い
ス
ク
ー
プ
も
消
え
た
。

ま
さ
に
万
が
一
だ
っ
た
。

　
プ
ロ
野
球
の
黄
金
時
代
は
名
勝
負
に
大

記
録
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
…
と
話
題
は
盛
り

沢
山
だ
っ
た
。
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
話
を
数
多
く

聞
い
た
。
戦
前
の
こ
と
も
。
す
ご
い
、
ま

さ
か
、
び
っ
く
り
。
社
会
の
中
の
プ
ロ
野

球
を
視
点
と
し
て
取
材
を
続
け
、
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
ま
と
め
た
の
が『
日
本
プ

ロ
野
球
の
歴
史
』で
あ
る
。

■「
丁
寧
と
確
実
」を
常
に
指
導

　
60
代
半
ば
か
ら
東
京
・
港
区
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
と
区
立
六
本
木
中
学
校
の
野
球
部

を
預
か
っ
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
ド
ジ
ャ

ー
ス
戦
法
を
話
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
を

想
定
し
て
薄
皮
を
重
ね
る
よ
う
に
チ
ー
ム

を
作
り
上
げ
て
い
く
。
指
導
の
成
果
は
教

え
子
た
ち
の
何
人
も
が
、
高
校
の
硬
式
野

球
部
で
主
将
を
務
め
、
監
督
代
行
を
し
た

こ
と
だ
っ
た
。
そ
ん
な
教
え
子
た
ち
は
公

認
会
計
士
、
化
学
博
士
、
金
融
マ
ン
、
歯

科
医
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
支
配
人
、
大
手
食

品
や
不
動
産
の
御
曹
司
、
警
視
庁
な
ど
官

僚
の
息
子
、
高
級
す
し
店
の
職
人
、
小
中

高
の
教
師
、
寺
の
住
職
に
葬
儀
屋
の
次
男

す
が
や
・
ひ
と
し
　
１
９
４
３
年
８
月
３
日

東
京
生
ま
れ
　
法
政
大
卒
　
69
年
共
同
通
信

社
入
社
　
主
に
野
球
を
取
材
し
巨
人
　
阪
神
　

大
リ
ー
グ
を
担
当
　
84
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五

輪
特
派
員
　
名
古
屋
支
社
運
動
部
長
　
本
社

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
部
長
　
編
集
委
員
　
野
球

殿
堂
選
考
代
表
幹
事
　
三
井
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ

ラ
ブ
賞
を
設
立
　
社
団
法
人
野
球
振
興
会（
プ

ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）事
務
局
長
　
東
京
プ
ロ

野
球
記
者
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
会
長
　
法
政
二
高
の

硬
式
野
球
部
時
代
に
甲
子
園
大
会
の
夏
春
連

覇
を
経
験
　
著
書
は『
日
本
プ
ロ
野
球
の
歴
史

―
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
』（
大
修
館
書

店
　
２
０
２
３
年
）　
野
球
指
導
書
な
ど

坊
。
プ
ロ
野
球
の
清
原
和
博
や
高
津
臣
吾

の
息
子
、
日
本
ハ
ム
の
清
宮
幸
太
郎
、
大

学
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
優
勝
、
メ
キ
シ
コ
に

渡
っ
て
プ
レ
ー
を
続
け
る
者
、
人
気
タ
レ

ン
ト
な
ど
多
士
済
々
。
彼
ら
は
Ｏ
Ｂ
会
で

「
常
に
丁
寧
に
確
実
に
、
で
す
」と
言
っ

て
く
れ
る
。

　
12
歳
上
の
姉
に
よ
る
と
母
は
戦
前
に
海

外
旅
行
し
た
ハ
イ
カ
ラ
な
女
性
だ
っ
た
一

方
、
都
内
の
料
亭
の
女
将
だ
っ
た
か
ら
粋

で
気
性
は
さ
っ
ぱ
り
。
晩
年
は
生
ま
れ
育

っ
た
麻
布
の
家
で
私
に「
こ
ん
な
ざ
れ
歌

知
っ
て
い
る
か
い
？
」。江
戸
っ
子
は
五
月

の
鯉
の
吹
き
流
し�

口
先
ば
か
り
で
腸

は
ら
わ
たは

な
し
…
。「
お
前
は
江
戸
っ
子
の
切
れ
っ
ぱ

し
だ
ね
え
」。
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て

野
球
ば
っ
か
り
、と
い
う
の
だ
っ
た
。「
丁

寧
と
確
実
」を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
そ
の
通

り
の〝
幸
運
な
人
生
”を
謳お

う

歌か

し
て
い
る
。
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東
日
本
放
送「
旧
優
生
保
護
法
問
題
」取
材
班

「
声
な
き
声
に
光
を
」胸
に

髙
橋
　
直
希（
東
日
本
放
送
報
道
制
作
局
報
道
部
記
者
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
） 

　「
私
は
子
ど
も
が
で
き
な
く
な
る
手
術

を
受
け
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」。
１
９
９
７

年
に
宮
城
県
に
住
む
被
害
者
の
飯
塚
淳
子

さ
ん（
仮
名
）か
ら
報
道
部
に
か
か
っ
て

き
た
電
話
を
き
っ
か
け
に
、
私
た
ち
の
取

材
は
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
旧
優
生
保

護
法
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、電
話
を
受
け
た
担
当
者
も「
そ
ん
な
法

律
が
あ
っ
た
の
か
」と
半
信
半
疑
で
し
た
。

　
旧
優
生
保
護
法
は
、「
不
良
な
子
孫
の

出
生
防
止
」な
ど
を
目
的
に
、
１
９
４
８

年
に
議
員
立
法
で
成
立
し
ま
し
た
。
障
害

な
ど
が
あ
る
人
に
、
本
人
の
同
意
が
な
い

不
妊
手
術
を
認
め
て
い
ま
し
た
。
終
戦
直

後
の
日
本
で
は
、
外
地
か
ら
の
引
き
揚
げ

や
出
生
数
の
増
加
に
よ
っ
て
人
口
が
急
増

し
、
食
糧
問
題
が
深
刻
化
。
人
口
を
抑
制

す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
優
秀
で
な
い
人

の
子
孫
が
増
え
て
は
な
ら
な
い
―
。
そ
ん

な
思
想
に
よ
り
生
ま
れ
た
法
律
で
し
た
。

被
害
者
は
全
国
で
２
万
５
千
人
に
上
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
追
随
す
る
社 

ほ
と
ん
ど
な
く

　
飯
塚
さ
ん
の
証
言
を
も
と
に
取
材
を
始

め
る
と
、
県
に
保
管
さ
れ
て
い
る
は
ず
の

手
術
記
録
は
、
庁
舎
の
建
て
替
え
工
事
の

際
に
焼
却
処
分
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
。
国

に
救
済
を
求
め
ま
す
が
、「
当
時
は
合
法

だ
っ
た
」と
門
前
払
い
。
次
々
と
新
た
な

問
題
が
浮
か
び
上
が
り
、
私
た
ち
は
２
０

０
０
年
に
、
飯
塚
さ
ん
の
被
害
を
訴
え
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
制
作
し
、
全

国
放
送
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
的
関

心
は
広
が
ら
ず
、
大
き
な
議
論
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
追
随
す
る
メ
デ
ィ
ア
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
２
０
１
８
年
。
県

内
の
別
の
女
性
が
国
を
提
訴
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
全
国
で
訴
訟
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
飯
塚
さ
ん
も
そ
の
流
れ
に
加
わ
り

ま
す
。
こ
の
女
性
の
義
理
の
姉
は「
飯
塚

さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
初
め
て
手
術

の
存
在
を
知
っ
た
」と
語
っ
て
お
り
、
報

道
が
新
た
な
訴
え
に
つ
な
が
っ
た
瞬
間
で

し
た
。

■
代
々
引
き
継
ぎ
、
取
材
続
け
る

　
４
代
目
の
記
者
と
な
っ
た
私
は
、
入
社

面
接
の
際
に「
旧
優
生
保
護
法
を
知
っ
て

い
る
か
？
　
担
当
に
な
る
か
ら
勉
強
し
て

お
い
て
」と
報
道
局
長
か
ら
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
人
が
、
電
話
を
取
っ
た
張
本
人

だ
っ
た
と
後
で
知
る
こ
と
に
―
。
入
社
し

て
間
も
な
く
、
先
輩
記
者
か
ら
飯
塚
さ
ん

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
局
ゆ
え

大
き
な
取
材
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
は
で
き

ず
、
１
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
つ
な
ぎ

役
を
し
、
記
者
４
人
が
代
々
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、細
々
と
取
材
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

私
も
そ
の
一
人
と
し
て
飯
塚
さ
ん
の
自
宅

に
足
し
げ
く
通
い
ま
し
た
。
手
術
に
関
わ

っ
た
医
師
や
審
査
委
員
か
ら
証
言
を
集
め

る
シ
リ
ー
ズ
企
画
も
放
送
。
手
術
の
経
緯

や
当
時
の
社
会
背
景
に
迫
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
４
年
７
月
、
最
高
裁
大
法
廷
は

旧
優
生
保
護
法
を「
違
憲
」と
判
断
し
、

国
に
賠
償
を
命
じ
ま
し
た
。
歴
史
的
な
判

決
の
直
後
、
総
理
大
臣
が
被
害
者
に
謝
罪

し
、補
償
法
も
成
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

飯
塚
さ
ん
は「
良
い
判
決
が
出
て
も
、
謝

罪
を
さ
れ
て
も
、
人
生
は
戻
っ
て
き
ま
せ

東
日
本
放
送「
旧
優
生
保
護
法
問
題
」取
材
班
　

１
９
９
７
年
、
報
道
部
に
か
か
っ
て
き
た
１
本

の
電
話
か
ら
始
ま
っ
た
旧
優
生
保
護
法
問
題
の

取
材
。
電
話
口
の
相
手
は
優
生
手
術
に
よ
る
被

害
を
訴
え
る
宮
城
県
仙
台
市
の
飯
塚
淳
子
さ

ん（
仮
名
）だ
っ
た
。
当
初
は
追
随
す
る
マ
ス
コ

ミ
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
２
０
１
８
年
に
飯

塚
さ
ん
の
活
動
を
知
っ
た
別
の
被
害
女
性
が
提

訴
し
た
こ
と
を
機
に
全
国
各
地
で
被
害
者
が
声

を
上
げ
、
24
年
に
最
高
裁
の
違
憲
判
決
を
勝

ち
取
っ
た
。
28
年
に
わ
た
り
、
４
人
の
記
者
と

１
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、

飯
塚
さ
ん
が
人
生
を
取
り
戻
す
た
め
に
闘
う

姿
を
記
録
し
続
け
た
。

ん
」と
話
し
ま
し
た
。
16
歳
で
手
術
を
受

け
、
今
は
も
う
70
代
。
奪
わ
れ
た
時
間
は

戻
り
ま
せ
ん
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
視
聴
者
の
感
想
を
見
る

と
、「
障
害
者
に
は
人
権
が
な
い
」な
ど

と
心
無
い
言
葉
が
並
ん
で
い
ま
す
。
偏
見

や
差
別
と
い
っ
た
社
会
の
空
気
が
生
ん
だ

被
害
は
、
時
代
の
せ
い
な
の
か
…
。
今
も

日
本
の
社
会
に
変
わ
ら
ず
残
り
続
け
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
判
決
が
出
て
間
も
な
く
２
年
。
補
償
法

は
５
年
の
期
限
が
迫
る
中
、
い
ま
だ
に
申

請
率
は
低
く
、
法
制
定
の
経
緯
の
検
証
も

道
半
ば
で
す
。
報
じ
続
け
る
こ
と
が
メ
デ

ィ
ア
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
。「
声
な
き
声

に
光
を
あ
て
る
」―
こ
の
原
点
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
も
取
材
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ「
報
道
特
集
」兵
庫
県
問
題
取
材
チ
ー
ム

「
し
ん
ど
さ
」逃
げ
ず
に
報
じ
る

村
瀬
　
健
介（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ「
報
道
特
集
」キ
ャ
ス
タ
ー
）

　
私
た
ち
報
道
特
集
の
取
材
チ
ー
ム
が
取

り
組
ん
で
き
た
兵
庫
県
職
員
の
公
益
通
報

に
端
を
発
し
た
一
連
の
問
題
は
、
い
ま
だ

に
過
去
形
で
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題

で
す
。
し
か
し
、
今
回
の
受
賞
の
知
ら
せ

を
受
け
て
２
０
２
４
年
か
ら
25
年
に
か
け

て
毎
週
の
よ
う
に
兵
庫
県
問
題
に
取
り
組

ん
だ
時
期
を
振
り
返
り
、
あ
の
こ
ろ
の
異

様
な
空
気
感
が
去
来
し
て
胸
が
締
め
付
け

ら
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
渦
中
に
い
た

こ
ろ
は
、
気
が
張
っ
て
い
た
せ
い
か「
な

ん
の
こ
れ
し
き
、
自
分
は
大
丈
夫
」と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
今
振
り
返
る
と「
し

ん
ど
か
っ
た
」と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
す
。

■
選
挙
が
歪
め
ら
れ
た
の
で
は

　
も
ち
ろ
ん
、「
し
ん
ど
か
っ
た
」の
は

私
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
人
も
の
番

組
ス
タ
ッ
フ
が
ネ
ッ
ト
上
で
人
格
攻
撃
の

対
象
に
な
り
ま
し
た
。
取
材
に
協
力
し
て

く
れ
た
人
た
ち
、
さ
ら
に
は
番
組
ス
ポ
ン

サ
ー
に
も
攻
撃
は
及
び
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
私
た
ち
の
心
理
的
ダ
メ
ー
ジ
に
も
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
報
道
を
続

け
ら
れ
た
の
は
、
番
組
ス
タ
ッ
フ
の
間
で

問
題
意
識
を
共
有
で
き
て
い
た
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
問
題
意
識
は
大
き
く
分
け
て

二
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
公
益
通
報

者
保
護
の
問
題
で
す
。
そ
れ
は
単
に
兵
庫

県
知
事
の
対
応
が
公
益
通
報
者
保
護
法
に

違
反
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
法
律
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
兵
庫
県
で
起
き
た

こ
と
が
、
権
力
者
に
盾
突
い
て
問
題
提
起

す
れ
ば
徹
底
的
に
つ
ぶ
さ
れ
る
と
い
う
社

会
の
閉へ

い

塞そ
く

性
を
象
徴
し
て
い
る
問
題
で
も

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

で
拡
散
さ
れ
る
デ
マ
や
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
の
暴
力

性
で
す
。
兵
庫
県
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、

私
た
ち
の
目
の
前
で
い
わ
ば
ネ
ッ
ト
リ
ン

チ
の
よ
う
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上

で
攻
撃
を
受
け
て
追
い
詰
め
ら
れ
る
人
た

ち
が
何
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
命

を
落
と
す
人
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
24

年
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
多
く
の
デ
マ
が
拡
散

さ
れ
ま
し
た
。
民
主
主
義
で
最
も
重
要
な

選
挙
過
程
が
デ
マ
で
歪
め
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
東
京
に
残
る
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
、
兵
庫
県
の
現
場
で
取
材
を

担
当
し
た
の
は
主
に
成
田
広
樹
記
者
と
塩

田
ア
ダ
ム
記
者
の
２
人
で
し
た
。
亡
く
な

っ
た
竹
内
英
明
元
県
議
へ
の
攻
撃
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る「
黒
幕
文
書
」

が
兵
庫
県
議
ら
を
通
じ
て
立
花
孝
志
氏
に

手
渡
さ
れ
る
経
緯
を
た
ど
り
、
そ
の
文
書

が
根
拠
不
明
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
の
は
塩
田
記
者
で
し
た
。成
田
記
者
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
デ
マ
や

誹
謗
中
傷
を
拡
散
し
た
人
た
ち
を
丹
念
に

取
材
し
、
多
く
の
発
信
者
が
再
生
数
を
目

指
し
て
よ
り
過
激
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ほ
と

ん
ど
無
批
判
に
発
信
し
て
い
る
実
態
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

■
報
じ
る
ほ
ど
自
ら
に
攻
撃
が

　
取
材
を
進
め
る
ほ
ど
、
デ
マ
や
誹
謗
中

傷
が
社
会
や
人
々
に
与
え
る
影
響
の
深
刻

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ「
報
道
特
集
」兵
庫
県
問
題
取

材
チ
ー
ム
　
兵
庫
県
政
の
混
乱
を
機
に
、
２

０
２
４
年
８
月
か
ら
25
年
11
月
ま
で
計
16
回

に
わ
た
っ
て「
兵
庫
県
知
事
選
等
を
め
ぐ
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
」を
展
開
。
取
材
班
の
み
な

ら
ず
、
出
演
者
や
ス
ポ
ン
サ
ー
ま
で
も
が
激
し

い
誹
謗
中
傷
に
さ
ら
さ
れ
る
中
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
全
盛

の
時
代
に
デ
マ
や
誹
謗
中
傷
の
拡
散
が
選
挙

や
民
主
主
義
を
い
か
に
歪
め
、
個
人
の
尊
厳
や

命
を
脅
か
す
か
と
い
う
、
現
代
の
深
刻
な
社

会
病
理
を
調
査
報
道
で
明
ら
か
に
し
た
。
一
連

の
報
道
は「
調
査
報
道
大
賞
」の
大
賞
、「
石
橋

湛
山
記
念
早
稲
田
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
」公

共
奉
仕
部
門
の
大
賞
を
受
賞
。

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
報
道
す
る
意
義

の
大
き
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
一
方
で
、

報
じ
れ
ば
報
じ
る
ほ
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
て
激
化
す
る
攻
撃
の
矛
先
が

自
分
た
ち
に
も
向
け
ら
れ
る
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
に
陥
り
ま
し
た
。

　
報
道
機
関
に
と
っ
て
の
こ
う
し
た
ジ
レ

ン
マ
の
構
図
は
、兵
庫
県
問
題
に
限
ら
ず
、

今
後
ま
す
ま
す
先
鋭
化
し
て
我
々
の
前
に

立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
兵
庫

県
知
事
選
挙
の
後
に
行
わ
れ
た
い
く
つ
か

の
選
挙
で
は
そ
の
萌
芽
が
す
で
に
見
え
て

い
ま
す
。
た
と
え
そ
う
な
る
と
し
て
も
、

私
た
ち
は「
し
ん
ど
さ
」か
ら
逃
げ
ず
に

伝
え
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
賞
特
別
賞
と
い
う
栄
え
あ
る
賞
を

い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
そ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
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０
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は「
調
査
報
道
大
賞
」の
大
賞
、「
石
橋

湛
山
記
念
早
稲
田
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
」公

共
奉
仕
部
門
の
大
賞
を
受
賞
。

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
報
道
す
る
意
義

の
大
き
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
一
方
で
、

報
じ
れ
ば
報
じ
る
ほ
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
て
激
化
す
る
攻
撃
の
矛
先
が

自
分
た
ち
に
も
向
け
ら
れ
る
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
に
陥
り
ま
し
た
。

　
報
道
機
関
に
と
っ
て
の
こ
う
し
た
ジ
レ

ン
マ
の
構
図
は
、兵
庫
県
問
題
に
限
ら
ず
、

今
後
ま
す
ま
す
先
鋭
化
し
て
我
々
の
前
に

立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
兵
庫

県
知
事
選
挙
の
後
に
行
わ
れ
た
い
く
つ
か

の
選
挙
で
は
そ
の
萌
芽
が
す
で
に
見
え
て

い
ま
す
。
た
と
え
そ
う
な
る
と
し
て
も
、

私
た
ち
は「
し
ん
ど
さ
」か
ら
逃
げ
ず
に

伝
え
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
賞
特
別
賞
と
い
う
栄
え
あ
る
賞
を

い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
そ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
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＊下記のゲストの会見リポートは６～９ページに掲載しています

今月のゲストの皆さん
ゲスト全員の会見リポートは右のQRコー
ドを開きウェブサイトで読めます。出席
欄の「会」は会場、「オ」はオンラインの参
加人数です。

M
マティアス

athias C
コーマン

ormannさん 経済協力開発機構（OECD）事務総長

■５・13／出席：会29人、オ31人／司会：奥村茂三郎委員／
通訳：長井鞠子さん、富永恵子さん

先
せん

崎
ざき

 彰
あき

容
なか

さん 社会構想大学院大学教授

■５・14／出席：会20人、オ55人／「高市現象と日本の政治」
⑦／司会：小栗泉委員

境
さか

家
いや

 史
し

郎
ろう

さん 東京大学教授

■５・15／出席：会26人、オ52人／「高市現象と日本の政治」
⑧／司会：内田恭司委員

宇
う

野
の

 重
しげ

規
き

さん 東京大学教授

■５・20／出席：会23人、オ65人／「高市現象と日本の政治」
⑨／司会：奥村茂三郎委員

A
アントニオ

ntónio G
グテーレス

uterresさん 国連事務総長

■５・20／出席：会99人、オ47人／司会：有田司副理事長／
通訳：長井鞠子さん、森岡幹予さん

C
クリスチャン

hristian S
ソンダース

aundersさん 
国連パレスチナ難民救済事業機関（UNRWA）事務局長代理

■５・22／出席：会14人、オ24人／司会：出川展恒委員／通
訳：長井鞠子さん

　
会
見
で
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
ほ

か
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ
や

労
働
市
場
の
改
革
な
ど
に
も
言
及
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

過
去
の
報
告
書
で
も
、
日
本
政
府
へ
の
指

摘
は
一
貫
し
て
い
る
。
日
本
が
長
年
に
わ

た
っ
て
課
題
を
直
視
せ
ず
、
対
応
の
先
送

り
を
続
け
て
き
た
現
状
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
。

　
高
い
支
持
率
を
保
つ
高
市
政
権
は
、
不

人
気
政
策
に
も
着
手
し
、
思
い
切
っ
た
改

革
を
進
め
る
潜
在
力
が
あ
る
は
ず
だ
。
国

際
機
関
か
ら
の
忠
告
に
、
謙
虚
に
耳
を
傾

け
て
ほ
し
い
。

読
売
新
聞
社
経
済
部
　
中
西
　
梓

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
に
お
け
る
付
加
価
値
税
の

平
均
税
率
は
19
％
に
の
ぼ
る
一
方
、
日
本

の
消
費
税
率
は
10
％
に
と
ど
ま
り
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
内
で
最
低
水
準
に
あ
る
と
指

摘
。「
時
間
を
か
け
て
税
率
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
」と
述
べ
た
。

　
政
府
は
現
在
、
飲
食
料
品
の
消
費
税
率

を
時
限
的
に
ゼ
ロ
に
引
き
下
げ
る
方
向
で

議
論
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
方
針
に
つ
い

て
コ
ー
マ
ン
事
務
総
長
は
、「
ゼ
ロ
に
す

る
の
は
あ
ま
り
に
も
コ
ス
ト
が
か
か
り
、

荒
っ
ぽ
い
対
応
策
だ
。
高
所
得
層
に
ば
か

り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」と
批
判
。
低
所
得

層
に
対
象
を
絞
っ
た
給
付
を
実
施
す
る
よ

う
促
し
た
。

　
経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）の

マ
テ
ィ
ア
ス
・
コ
ー
マ
ン
事
務
総
長
は
、

日
本
経
済
の
分
析
・
提
言
を
ま
と
め
た

「
対
日
経
済
審
査
報
告
書
」の
公
表
に
合

わ
せ
て
来
日
し
た
。
高
市
政
権
の
経
済
財

政
運
営
に
対
す
る
直
言
も
多
く
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
会
見
内
容
と
な
っ
た
。

　
高
市
政
権
は「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」

を
掲
げ
、
単
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）黒
字
化
と
い

は
高
い
水
準
に
あ
る
。
金
利
は
上
昇
し
て

お
り
、
利
払
い
コ
ス
ト
も
上
が
る
。
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
が
必
要

だ
」と
強
調
し
、
財
政
健
全
化
を
進
め
る

よ
う
求
め
た
。

　
消
費
税
率
に
関
す
る
発
言
に
も
注
目
が

集
ま
っ
た
。
コ
ー
マ
ン
事
務
総
長
は
、
Ｏ

う
従
来
の
財
政

健
全
化
目
標
を

撤
回
す
る
方
針

を
示
し
て
い

る
。
会
見
で
コ

ー
マ
ン
事
務
総

長
は「
日
本
の

公
的
債
務
残
高

マ
テ
ィ
ア
ス
・
コ
ー
マ
ン
　

経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）事
務
総
長

５月13日

消
費
税
率
引
き
上
げ
を
提
言

J
ジョシュア

oshua W. W
ウォーカー

alkerさん ジャパン・ソサエティー理事長

　「永田町とワシントンDCの関係
性は多分これまでで一番強い。高市
首相とトランプ米大統領は相性が
すごく良い。３月の会談もうまくト
ランプに対応していた」「米国は今
までの80年、世界のリーダーだった
が、今は内向きになった。日本はリ
ーダーシップをとっていくべきだ」

■５・１／出席：会23人、オ53人／「高市現象と日本の政治」
⑥／司会：杉田弘毅委員／通訳：池田薫さん

小
こ

山
やま

 堅
けん

さん 日本エネルギー経済研究所専務理事

　「中東依存度が高く、備蓄が不
十分で脆弱性の高いアジアにとっ
て深刻な危機だ」「日本の石油依存
度は低下したが約４割で今でも最
大のエネルギー。原油の中東依存
度は９割超」「厳しいエネルギー安
全保障環境で、脱中東依存も含め
た、新しい政策が必要だ」

■５・８／出席：会35人、オ76人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」⑨ホルムズ海峡封鎖とエネルギー供給
の課題／司会：出川展恒委員
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「
高
市
現
象
と
日
本
の
政
治
」⑦

先
崎

　彰
容
　
社
会
構
想
大
学
院

大
学
教
授

５月14日

加
速
す
る
「
権
威
の
砂
粒
化
」

「
高
市
現
象
と
日
本
の
政
治
」⑧

境
家

　史
郎
　
東
京
大
学
教
授

５月15日

「
戦
後
」
は
な
お
も
し
ぶ
と
い

れ
、
つ
い
に
は「
関
西
弁
を
喋
る
コ
メ
デ

ィ
ア
ン
み
た
い
な
女
性
」を
押
し
上
げ
、

高
市
圧
勝
を
生
ん
だ
の
だ
と
。

　
先
崎
氏
の
メ
ス
は
日
本
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
保
守
主
義
が
台

頭
し
た
背
景
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
市
場

原
理
へ
の
反
動
が
あ
り
、
日
本
に
も
共
通

す
る
。
伝
統
的
な
権
威
が
否
定
さ
れ
、
個

人
中
心
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る「
権
威
の
砂

粒
化
」が
広
が
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
で「
１

億
総
発
信
者
」の
状
況
が
さ
ら
に
砂
粒
化

を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た

状
況
が
、「
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
登
場
」

や「
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
発
生
」と
い
っ
た
危

機
を
生
む
恐
れ
が
あ
る
と
先
崎
氏
は
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

　
そ
し
て
先
崎
氏
は
首
相
の
内
面
に
も
容

赦
な
く
切
り
込
ん
だ
。

　「
彼
女
の
な
か
の
保
守
は
観
念
的
で
危

険
だ
。
中
国
を
め
ぐ
る
岡
田
克
也
氏
に
対

す
る
答
弁
も
そ
う
だ
が
、
そ
の
場
の
議
論

に
勝
と
う
と
し
て
長
期
的
な
国
益
を
損
ね

た
。
同
じ
右
派
で
も
安
倍
晋
三
元
首
相
に

あ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
欠
け
て
い
る
。

短
絡
的
に
留
飲
を
下
げ
る
こ
と
を
求
め
る

世
論
に
迎
合
す
る
よ
う
な
ト
ッ
プ
に
な
ら

な
い
で
ほ
し
い
」

　
日
本
社
会
の
閉
塞
感
が
生
ん
だ
高
市
現

象
。
な
お
緊
張
感
を
持
っ
て
見
て
い
く
必

要
が
あ
る
よ
う
だ
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
身
　
城
本
　
勝

　
そ
し
て
、
そ

の
閉
塞
感
が
自

分
に
代
わ
っ
て

自
己
実
現
を
し

て
く
れ
る
ア
イ

ド
ル
を
推
す
よ

う
に
身
近
な
候

補
を
応
援
す
る

「
推
し
活
選
挙
」

と
な
っ
て
現

　「
政
治
思
想
史
研
究
で
得
た
知
見
を
メ

ス
と
し
て
時
代
を
診
断
し
て
い
る
」

　
会
見
の
冒
頭
、
そ
う
自
己
紹
介
し
た
先

崎
氏
。
そ
の
言
葉
通
り
に
我
々
に
は
依
然

「
謎
が
多
い
」高
市
現
象
を
生
ん
だ
社
会

状
況
を
鮮
や
か
に
解
剖
し
て
見
せ
た
。

　
２
０
２
４
年
の
東
京
都
知
事
選
の「
石

丸
伸
二
現
象
」や
掲
示
板
ジ
ャ
ッ
ク
が
問

題
と
な
っ
た「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
の
乱
」。
共
通

す
る
の
は
既
存
の
真
面
目
な
政
治
家
や
政

策
を
冷
笑
す
る「
揶や

揄ゆ

の
精
神
」（
Ｎ
党
の

法
を
逸
脱
す
る
行
動
は『
政
治
的
テ
ロ
』

と
断
じ
た
が
）で
あ
り
、30
代
か
ら
50
代
の

世
代
を
中
心
に
、
格
差
や
閉へ

い

塞そ
く

感
に
不
満

を
抱
く
人
々
の
心
に
刺
さ
っ
た
の
だ
と
先

崎
氏
は
分
析
す
る
。

派
」「
中
間
」「
右
派
」に
分
け
て
比
例
代
表

の
投
票
先
を
見
る
と
、
右
派
の
自
民
投
票

割
合
は
25
年
参
院
選
の
30
・
３
％
か
ら
26

年
衆
院
選
は
40
・
５
％
に
伸
び
て
い
た
。

逆
に
参
政
党
な
ど
右
派
少
数
党
へ
の
投
票

割
合
は
減
っ
た
た
め
、
自
民
が
今
回
の
選

挙
で
奪
い
返
し
た
と
推
定
で
き
る
。一
方
、

中
道
改
革
は
一
番
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

で
あ
る「
中
間
」層
を
狙
っ
た
は
ず
だ
が
、

中
間
の
投
票
先
で
も
中
道
は
自
民
の
３
分

の
１
に
満
た
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
で「
高
市
圧
勝
」後
の
政
治
体
制

が
ど
う
な
る
か
と
い
う
本
題
に
な
る
。
ネ

オ
55
年
体
制
は
、
自
民
の
１
党
優
位
と
保

革
対
立
で
分
極
化
・
多
弱
化
し
た
野
党
の

組
み
合
わ
せ
で
出
来
て
い
た
。
だ
か
ら
中

道
改
革
や
共
産
党
、
れ
い
わ
新
選
組
な
ど

「
抵
抗
型
野
党
」が
今
回
大
敗
し
た
こ
と

は
、
日
本
政
治
の「
戦
後
の
終
わ
り
」を

意
味
す
る
と
の
見
方
が
あ
る
。

　
た
だ
し
境
家
教
授
は
慎
重
だ
。
そ
れ
は

「
戦
後
の
政
党
間
競
争
の
デ
フ
ォ
ル
ト

（
初
期
設
定
）に
は
憲
法
問
題
が
埋
め
込
ま

れ
て
い
る
」と
の
認
識
か
ら
来
て
い
る
。

会
見
で
は
自
民
と
野
党
の
関
係
を「
太
陽

と
月
」に
た
と
え
た
。
太
陽
で
あ
る
自
民

が
強
い
時
ほ
ど
野
党
も
抵
抗
で
輝
け
る
か

ら
だ
。
抵
抗
を
生
む
保
革
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
対
立
は
な
お
根
強
い
と
見
て
い
る
。

毎
日
新
聞
社
客
員
編
集
委
員
　
古
賀
　
攻

　
自
民
党
が
２

０
２
４
年
衆
院

選
と
25
年
参
院

選
で
２
連
敗
し

た
こ
と
に
よ
り

終
わ
っ
た
か
に

見
え
た「
ネ
オ

55
年
体
制
」が
、

今
回
の「
高
市

圧
勝
」で
復
活

し
た
の
か
ど
う
か
。「
ネ
オ
」の
命
名
者

で
あ
る
境
家
教
授
の
関
心
は
そ
こ
に
向
か

っ
て
い
る
。

　
境
家
研
究
室
が
衆
院
選
前
後
に
独
自
に

実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
に
基
づ
い
て

数
々
の
分
析
結
果
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
ま
ず
政
治
指
導
者
の
好
感
度
で
高
市
早

苗
氏
は
ラ
イ
バ
ル
の
野
田
佳
彦
氏
を
２
・

５
倍
以
上
引
き
離
し
、
本
人
が
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
す
る
安
倍
晋
三
氏
よ
り
も
高
か
っ

た
。
特
に
安
倍
氏
と
比
べ
て
中
高
年
の
女

性
か
ら
の
支
持
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
高

市
支
持
層
は
保
守
的
な
男
性
と
リ
ベ
ラ
ル

な
女
性
が
交
じ
り
合
う「
同
床
異
夢
」連

合
と
の
見
方
が
示
さ
れ
た
。

　
次
に
有
権
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を「
左

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37153/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37160/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37157/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37138/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37141/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37145/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37165/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37170/report
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高
市
現
象
と
日
本
の
政
治
」⑦

先
崎

　彰
容
　
社
会
構
想
大
学
院

大
学
教
授

５月14日

加
速
す
る
「
権
威
の
砂
粒
化
」

「
高
市
現
象
と
日
本
の
政
治
」⑧

境
家

　史
郎
　
東
京
大
学
教
授

５月15日

「
戦
後
」
は
な
お
も
し
ぶ
と
い

れ
、
つ
い
に
は「
関
西
弁
を
喋
る
コ
メ
デ

ィ
ア
ン
み
た
い
な
女
性
」を
押
し
上
げ
、

高
市
圧
勝
を
生
ん
だ
の
だ
と
。

　
先
崎
氏
の
メ
ス
は
日
本
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
保
守
主
義
が
台

頭
し
た
背
景
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
市
場

原
理
へ
の
反
動
が
あ
り
、
日
本
に
も
共
通

す
る
。
伝
統
的
な
権
威
が
否
定
さ
れ
、
個

人
中
心
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る「
権
威
の
砂

粒
化
」が
広
が
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
で「
１

億
総
発
信
者
」の
状
況
が
さ
ら
に
砂
粒
化

を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た

状
況
が
、「
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
登
場
」

や「
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
発
生
」と
い
っ
た
危

機
を
生
む
恐
れ
が
あ
る
と
先
崎
氏
は
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

　
そ
し
て
先
崎
氏
は
首
相
の
内
面
に
も
容

赦
な
く
切
り
込
ん
だ
。

　「
彼
女
の
な
か
の
保
守
は
観
念
的
で
危

険
だ
。
中
国
を
め
ぐ
る
岡
田
克
也
氏
に
対

す
る
答
弁
も
そ
う
だ
が
、
そ
の
場
の
議
論

に
勝
と
う
と
し
て
長
期
的
な
国
益
を
損
ね

た
。
同
じ
右
派
で
も
安
倍
晋
三
元
首
相
に

あ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
欠
け
て
い
る
。

短
絡
的
に
留
飲
を
下
げ
る
こ
と
を
求
め
る

世
論
に
迎
合
す
る
よ
う
な
ト
ッ
プ
に
な
ら

な
い
で
ほ
し
い
」

　
日
本
社
会
の
閉
塞
感
が
生
ん
だ
高
市
現

象
。
な
お
緊
張
感
を
持
っ
て
見
て
い
く
必

要
が
あ
る
よ
う
だ
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
身
　
城
本
　
勝

　
そ
し
て
、
そ

の
閉
塞
感
が
自

分
に
代
わ
っ
て

自
己
実
現
を
し

て
く
れ
る
ア
イ

ド
ル
を
推
す
よ

う
に
身
近
な
候

補
を
応
援
す
る

「
推
し
活
選
挙
」

と
な
っ
て
現

　「
政
治
思
想
史
研
究
で
得
た
知
見
を
メ

ス
と
し
て
時
代
を
診
断
し
て
い
る
」

　
会
見
の
冒
頭
、
そ
う
自
己
紹
介
し
た
先

崎
氏
。
そ
の
言
葉
通
り
に
我
々
に
は
依
然

「
謎
が
多
い
」高
市
現
象
を
生
ん
だ
社
会

状
況
を
鮮
や
か
に
解
剖
し
て
見
せ
た
。

　
２
０
２
４
年
の
東
京
都
知
事
選
の「
石

丸
伸
二
現
象
」や
掲
示
板
ジ
ャ
ッ
ク
が
問

題
と
な
っ
た「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
の
乱
」。
共
通

す
る
の
は
既
存
の
真
面
目
な
政
治
家
や
政

策
を
冷
笑
す
る「
揶や

揄ゆ

の
精
神
」（
Ｎ
党
の

法
を
逸
脱
す
る
行
動
は『
政
治
的
テ
ロ
』

と
断
じ
た
が
）で
あ
り
、30
代
か
ら
50
代
の

世
代
を
中
心
に
、
格
差
や
閉へ

い

塞そ
く

感
に
不
満

を
抱
く
人
々
の
心
に
刺
さ
っ
た
の
だ
と
先

崎
氏
は
分
析
す
る
。

派
」「
中
間
」「
右
派
」に
分
け
て
比
例
代
表

の
投
票
先
を
見
る
と
、
右
派
の
自
民
投
票

割
合
は
25
年
参
院
選
の
30
・
３
％
か
ら
26

年
衆
院
選
は
40
・
５
％
に
伸
び
て
い
た
。

逆
に
参
政
党
な
ど
右
派
少
数
党
へ
の
投
票

割
合
は
減
っ
た
た
め
、
自
民
が
今
回
の
選

挙
で
奪
い
返
し
た
と
推
定
で
き
る
。一
方
、

中
道
改
革
は
一
番
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

で
あ
る「
中
間
」層
を
狙
っ
た
は
ず
だ
が
、

中
間
の
投
票
先
で
も
中
道
は
自
民
の
３
分

の
１
に
満
た
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
で「
高
市
圧
勝
」後
の
政
治
体
制

が
ど
う
な
る
か
と
い
う
本
題
に
な
る
。
ネ

オ
55
年
体
制
は
、
自
民
の
１
党
優
位
と
保

革
対
立
で
分
極
化
・
多
弱
化
し
た
野
党
の

組
み
合
わ
せ
で
出
来
て
い
た
。
だ
か
ら
中

道
改
革
や
共
産
党
、
れ
い
わ
新
選
組
な
ど

「
抵
抗
型
野
党
」が
今
回
大
敗
し
た
こ
と

は
、
日
本
政
治
の「
戦
後
の
終
わ
り
」を

意
味
す
る
と
の
見
方
が
あ
る
。

　
た
だ
し
境
家
教
授
は
慎
重
だ
。
そ
れ
は

「
戦
後
の
政
党
間
競
争
の
デ
フ
ォ
ル
ト

（
初
期
設
定
）に
は
憲
法
問
題
が
埋
め
込
ま

れ
て
い
る
」と
の
認
識
か
ら
来
て
い
る
。

会
見
で
は
自
民
と
野
党
の
関
係
を「
太
陽

と
月
」に
た
と
え
た
。
太
陽
で
あ
る
自
民

が
強
い
時
ほ
ど
野
党
も
抵
抗
で
輝
け
る
か

ら
だ
。
抵
抗
を
生
む
保
革
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
対
立
は
な
お
根
強
い
と
見
て
い
る
。

毎
日
新
聞
社
客
員
編
集
委
員
　
古
賀
　
攻

　
自
民
党
が
２

０
２
４
年
衆
院

選
と
25
年
参
院

選
で
２
連
敗
し

た
こ
と
に
よ
り

終
わ
っ
た
か
に

見
え
た「
ネ
オ

55
年
体
制
」が
、

今
回
の「
高
市

圧
勝
」で
復
活

し
た
の
か
ど
う
か
。「
ネ
オ
」の
命
名
者

で
あ
る
境
家
教
授
の
関
心
は
そ
こ
に
向
か

っ
て
い
る
。

　
境
家
研
究
室
が
衆
院
選
前
後
に
独
自
に

実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
に
基
づ
い
て

数
々
の
分
析
結
果
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
ま
ず
政
治
指
導
者
の
好
感
度
で
高
市
早

苗
氏
は
ラ
イ
バ
ル
の
野
田
佳
彦
氏
を
２
・

５
倍
以
上
引
き
離
し
、
本
人
が
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
す
る
安
倍
晋
三
氏
よ
り
も
高
か
っ

た
。
特
に
安
倍
氏
と
比
べ
て
中
高
年
の
女

性
か
ら
の
支
持
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
高

市
支
持
層
は
保
守
的
な
男
性
と
リ
ベ
ラ
ル

な
女
性
が
交
じ
り
合
う「
同
床
異
夢
」連

合
と
の
見
方
が
示
さ
れ
た
。

　
次
に
有
権
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を「
左
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ク
リ
ス
チ
ャ
ン・ソ
ン
ダ
ー
ス
　

国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｒ

Ｗ
Ａ
）事
務
局
長
代
理

５月22日

組
織
の
「
中
立
性
」
を
重
視

し
、「
１
億
㌦
が
不
足
し
て
い
る
」と
明

か
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
ソ
ン
ダ
ー
ス
氏
は

「
日
本
が
果
た
せ
る
役
割
は
大
き
い
」と

強
調
し
た
。
実
際
、
パ
レ
ス
チ
ナ
住
民
の

間
で
は
、
広
島
や
長
崎
に
原
子
爆
弾
を
投

下
さ
れ
な
が
ら
、
復
興
や
経
済
成
長
を
遂

げ
た
日
本
に
あ
こ
が
れ
を
持
つ
人
は
少
な

く
な
い
。

　
日
本
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
長
年
に
わ
た
っ

て
ガ
ザ
な
ど
を
支
援
し
て
き
た
こ
と
に
加

え
、
日
本
の
ア
ニ
メ
を
見
て
興
味
を
持
つ

若
者
も
い
る
。
イ
ラ
ン
情
勢
を
受
け
て
ガ

ザ
へ
の
関
心
が
薄
れ
る
な
か
で
、
日
本
へ

の
期
待
は
依
然
と
し
て
高
い
と
言
え
る
。

　
ソ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
会
見
で
、
組
織
と
し

て
の「
中
立
性
」を
よ
り
重
視
す
る
姿
勢

も
見
せ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が「
Ｕ
Ｎ
Ｒ

Ｗ
Ａ
は
ハ
マ
ス
と
の
関
係
が
近
い
」と
主

張
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
国
内
で
の
活
動
を

禁
止
し
た
こ
と
も
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　
子
ど
も
た
ち
が
使
う
教
材
な
ど
の
内
容

を
改
め
て
見
直
し
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修

も
実
施
し
た
と
い
い
、
中
立
性
に
反
す
れ

ば
厳
し
く
対
処
す
る
と
し
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が
発
信
す
る
偽
情
報
に

も
対
応
し
て
い
く
と
述
べ
、「
職
員
が
す

る
べ
き
仕
事
を
し
て
、
そ
れ
を
見
せ
る
こ

と
が
偽
情
報
へ
の
一
番
効
果
的
な
対
策
だ

と
思
う
」と
訴
え
た
。

朝
日
新
聞
社
国
際
報
道
部
次
長
　
石
原
　
孝

な
ど
の
必
需
品

も
不
足
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
欧

米
諸
国
が
国
際

援
助
の
拠
出
を

減
額
す
る
な

か
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ

Ａ
の
予
算
も
減

っ
て
い
る
と

　
４
月
に
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
事
務
局
長
代
理

に
就
い
た
ば
か
り
の
ソ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
会

見
で
、「
停
戦
後
も
ガ
ザ
の
状
況
は
大
き

く
変
わ
っ
て
い
な
い
」と
指
摘
し
、パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
を
め
ぐ
る
和
平
プ
ロ
セ

ス
や
復
興
の
加
速
化
を
求
め
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス

が
約
２
年
に
わ
た
っ
て
続
け
た
戦
闘
に
よ

っ
て
、
ガ
ザ
で
は
７
万
人
以
上
が
亡
く
な

っ
た
。
米
国
が
仲
介
す
る
形
で
昨
年
10
月

に
停
戦
が
結
ば
れ
た
も
の
の
、
散
発
的
な

衝
突
は
続
き
、
犠
牲
者
も
増
え
て
い
る
。

　
ソ
ン
ダ
ー
ス
氏
に
よ
る
と
、
約
２
０
０

万
人
の
住
民
の
多
く
が
今
も
テ
ン
ト
住
ま

い
を
強
い
ら
れ
、
飲
料
水
や
電
気
・
ガ
ス

Ｉ
Ｔ
編
①

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
利
用
～
時
事
通
信
に

お
け
る
活
用
事
例
か
ら
簡
単
な
ハ
ン
ズ
オ

ン
ま
で
～

５
・
９
／
講
師
：
川
上
貴
之 

時
事
通
信
社
編

集
局
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
兼

デ
ザ
イ
ン
部
兼
Ｘ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
戦
略
室
／
出

席
：
会
場
６
人
、
ウ
ェ
ブ
30
人

　
時
事
通
信
社
は
英
文
記
事
作
成
で
の
機

械
翻
訳
の
導
入
を
き
っ
か
け
に
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
活
用
を
進
め
て
い
る
。
機
械
翻
訳
後

に
大
規
模
言
語
モ
デ
ル（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）を
使

っ
た
自
動
校
正
の
導
入
や
、
古
く
な
り
読

ま
れ
な
く
な
っ
た
過
去
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事

を
題
材
に
し
た
ク
イ
ズ
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作

な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　
後
半
で
はGoogle�A

I�Studio

を
使
っ

た
ハ
ン
ズ
オ
ン
を
実
施
。
作
り
た
い
も
の

を
自
然
な
言
語
で
Ａ
Ｉ
に
伝
え
、
Ａ
Ｉ
が

主
体
と
な
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る「
バ

イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」を
実
践
し
た
。
同

社
の
川
上
さ
ん
は「
Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
範
囲

と
人
間
が
確
認
す
る
範
囲
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。
な
ん
で
も
よ
ろ
し
く
、

に
な
る
と
大
事
故
が
起
き
る
」と
語
っ

た
。

調
査
報
道
①

18
歳
人
口
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
特
別
支

援
学
校
卒
業
生

５
・
23
／
講
師
：
斎
藤
文
太
郎 

毎
日
新
聞
社

社
会
部
記
者
／
出
席
：
会
場
８
人
、ウ
ェ
ブ
24
人

土
曜
記
者
ゼ
ミ

■
発
表
モ
ノ
を
な
な
め
に
見
て
み
る

　
文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
を
巡

り
、
毎
日
新
聞
社
は
昨
年
12
月
、
大
学
進

学
率
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
18
歳
人
口
の
集

計
か
ら
、
特
別
支
援
学
校（
特
支
）の
卒

業
者
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
報
道
後
に
文
科
相
が
謝
罪
し
、

18
歳
人
口
集
計
の
見
直
し
と
経
緯
を
調
査

す
る
方
針
を
示
し
た
。
ス
ク
ー
プ
し
た
同

社
の
斎
藤
さ
ん
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、

特
支
教
諭
の
給
料
の
一
部
手
当
の
引
き
下

げ
な
ど
を
取
材
し
た
こ
と
が
あ
り
、
特
支

の
存
在
が「
頭
の
片
隅
に
し
て
は
大
き
く

あ
っ
た
」。
紙
面
企
画
の
取
材
の
準
備
で

文
科
省
の
18
歳
人
口
や
総
務
省
の
18
歳
人

口
の
推
計
の
定
義
を
調
べ
た
と
き
に
、
文

科
省
の
定
義
に
特
支
が
入
っ
て
い
な
い
こ

と
に
気
が
付
い
た
。
学
校
基
本
調
査
報
告

書
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
べ
て
特
支
卒
業
者

を
入
れ
た
大
学
進
学
率
の
算
出
や
当
事

者
、
有
識
者
に
取
材
し
て
報
道
を
展
開
し

た
。
そ
の
後
も
続
報
を
出
し
、
計
18
本
の

記
事
を
書
い
た
。

　
斎
藤
さ
ん
は「
常
々
、
デ
ス
ク
か
ら『
爪

跡
を
残
せ
』と
言
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
そ

の
通
り
だ
な
と
思
っ
た
。
発
表
モ
ノ
を
な

な
め
に
見
て
み
る
こ
と
や
、
発
表
の
裏
側

に
は
何
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
を
意

識
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
改
め
て
感
じ

た
。
今
回
の
問
題
の
取
材
後
、
こ
れ
を
よ

り
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」と

振
り
返
っ
た
。�

（
い
ず
れ
も
事
務
局
）
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「
高
市
現
象
と
日
本
の
政
治
」⑨

宇
野

　重
規
　
東
京
大
学
教
授

５月20日

保
守
・
フ
ァ
ン
ダ
ム
を
問
う

ア
ン
ト
ニ
オ・グ
テ
ー
レ
ス
　

国
連
事
務
総
長

５月20日

国
際
法
違
反
こ
そ
が
問
題

守
と
い
う
よ
り
も
右
派
政
権
の
側
面
が
強

い
」と
み
る
。

　
第
２
は
危
機
の
時
代
だ
。
現
代
は
冷
戦

後
か
ら
新
た
な
世
界
戦
争
へ
向
か
う「
戦

間
期
」に
当
た
る
の
か
、
と
の
論
点
を
示

し
た
。
20
世
紀
の
２
つ
の
世
界
大
戦
の
間

の
時
代
と
比
べ
る
と
、
国
際
秩
序
が
揺
ら

い
で
い
る
点
は
共
通
す
る
。
大
き
な
違
い

は
、
覇
権
国
で
あ
る
米
国
自
身
が
秩
序
を

変
え
る
側
に
回
り
つ
つ
あ
る
点
だ
。

　
宇
野
氏
は
戦
間
期
と
は
み
な
さ
ず
、
世

界
戦
争
を
避
け
つ
つ
国
際
秩
序
を
再
編
す

る
可
能
性
に
言
及
し
た
。
た
だ「
本
当
に

で
き
る
か
は
分
か
ら
な
い
」と
指
摘
し
た

よ
う
に
、
国
際
秩
序
の
先
行
き
は
見
通
せ

な
い
。

　
第
３
に
フ
ァ
ン
ダ
ム
現
象
を
取
り
上
げ

た
。
人
々
は
組
織
へ
の
忠
誠
や
利
益
で
は

な
く
、「
好
き
」「
共
感
」と
い
っ
た
感
情

で
結
び
つ
く
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
政
策
よ

り
も
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
政
治
支
持
の
中

心
に
な
り
、
宇
野
氏
は
高
市
現
象
が「
フ

ァ
ン
ダ
ム
政
治
」の
典
型
と
と
ら
え
る
。

　
フ
ァ
ン
ダ
ム
を
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治
家

の
権
力
獲
得
の
手
段
に
す
る
の
で
は
な

く
、
民
主
主
義
の
た
め
に
ど
う
生
か
す
か

が
問
わ
れ
て
い
る
―
―
。
宇
野
氏
が
示
し

た
問
い
は
、
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界

の
民
主
主
義
に
広
が
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
　
佐
藤
　
賢

洞
化
し
た
。
今

は
憲
法
な
ど
の

争
点
が
前
面
に

出
て
、「
保
守
」

の
意
味
は
曖
昧

に
な
り
、
融
解

し
て
い
る
。
で

は
高
市
首
相
は

保
守
な
の
か
。

宇
野
氏
は「
保

　「
高
市
現
象
」
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。

東
京
大
学
の
宇
野
重
規
教
授
が
提
示
し
た

３
つ
の
視
点
は
、
岐
路
に
立
つ
日
本
政
治

を
読
み
解
く
座
標
軸
と
な
る
。

　
第
１
は
保
守
主
義
で
あ
る
。
日
本
で
本

来
の
意
味
の
保
守
主
義
が
成
立
し
て
い
る

の
か
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
古
典
的
な

保
守
は
、
18
世
紀
の
英
国
の
思
想
家
エ
ド

マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

伝
統
や
慣
習
を
尊
重
し
、
急
激
な
変
化
を

避
け
な
が
ら
制
度
を
少
し
ず
つ
改
め
て
い

く
考
え
方
だ
。
日
本
は
明
治
維
新
と
戦
後

改
革
と
い
う
２
度
の
転
換
を
経
験
し
、
守

る
べ
き
連
続
し
た
伝
統
が
弱
い
。

　
戦
後
保
守
も「
反
共
」と「
経
済
成
長
」

で
結
び
つ
い
た
に
す
ぎ
ず
、
冷
戦
後
に
空

い
と
い
う
あ
し
き
例
を
超
大
国
が
示
す
の

に
、
ど
う
し
て
中
小
国
が（
国
際
法
を
）

守
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
」と
の
嘆
き

は
、
安
保
理
改
革
の
必
要
性
の
強
調
に
つ

な
が
っ
た
。

　
改
革
の
柱
の
一
つ
は
５
常
任
理
事
国
に

付
与
さ
れ
た
拒
否
権
の
あ
り
方
だ
。
グ
テ

ー
レ
ス
氏
の
任
期
中
に
常
態
化
し
た
国
連

の
機
能
不
全
の
一
大
要
因
で
、
何
ら
か
の

形
で
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
で

加
盟
国
の
大
半
は
一
致
す
る
。
し
か
し
、

米
露
中
３
カ
国
が
反
対
で
、
進
む
め
ど
が

立
た
な
い
。

　
も
う
一
つ
は
安
保
理
メ
ン
バ
ー
の
拡
大

だ
。
第
２
次
大
戦
終
了
直
後
の
世
界
の
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
基
礎
と
す
る
現
在
の
構

成
を
、「
今
の
世
界
の
現
実
に
合
わ
せ
た

も
の
に
変
え
、
世
界
に
正
義
を
も
た
ら
す

必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
は
常
任
理
も
わ
か

っ
て
い
る
」と
指
摘
し
た
が
、
各
論
に
な

る
と
話
が
紛
糾
す
る
。

　
国
連
創
設
の
原
動
力
で
、
最
大
の
ス
ポ

ン
サ
ー
で
も
あ
る
米
国
は
ト
ラ
ン
プ
政
権

下
、
拠
出
金
の
大
幅
削
減
を
断
行
し
た
。

国
連
と
諸
機
関
が
実
施
し
て
き
た
人
道
支

援
に
も
甚
大
な
影
響
が
及
ぶ
。「
我
々
が

救
お
う
と
し
て
き
た
人
々
が
代
償
を
払
っ

て
い
る
」と
い
う
状
況
下
、
後
任
選
び
が

進
ん
で
い
る
。

　�

企
画
委
員
　
読
売
新
聞
社
調
査
研
究
本
部
研

究
員�

大
内
　
佐
紀

　「
多
国
間
主
義
で
は
な
く
、
国
際
法
に

違
反
す
る
超
大
国
の
行
動
に
問
題
が
あ

る
」―
―
。
グ
テ
ー
レ
ス
氏
は
、日
本
で
の

「
最
後
の
記
者
会
見
」（
本
人
）で
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
率
直
に
超
大
国
批
判
を
展
開
し

た
。念
頭
に
あ
る
の
は
ロ
シ
ア
と
米
国
だ
。

　
年
末
に
２
期
10
年
の
任
期
が
終
わ
る
。

こ
の
間
、
世
界
が
良
い
方
向
に
向
か
っ
た

と
考
え
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
会
見
当

日
も
、「
国
際
の
平
和
と
安
全
」（
国
連
憲

章
）を
担
う
は
ず
の
安
全
保
障
理
事
会
の

２
常
任
理
事
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
イ
ラ
ン
で
国
際
法
違
反
が
指
摘
さ
れ

る
紛
争
に
関
与
し
て
い
た
。
ア
フ
リ
カ
な

ど
で
は
、
地
域
パ
ワ
ー
が
裏
で
糸
を
引
き

合
う
内
戦
が
絶
え
な
い
。

　
そ
れ
だ
け
に
、「
超
大
国
は
安
保
理
で

拒
否
権
を
行
使
し
、
自
ら
の
責
任
回
避
を

担
保
す
る
。
何
を
や
っ
て
も
罰
を
受
け
な
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ク
リ
ス
チ
ャ
ン・ソ
ン
ダ
ー
ス
　

国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｒ

Ｗ
Ａ
）事
務
局
長
代
理

５月22日

組
織
の
「
中
立
性
」
を
重
視

し
、「
１
億
㌦
が
不
足
し
て
い
る
」と
明

か
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
ソ
ン
ダ
ー
ス
氏
は

「
日
本
が
果
た
せ
る
役
割
は
大
き
い
」と

強
調
し
た
。
実
際
、
パ
レ
ス
チ
ナ
住
民
の

間
で
は
、
広
島
や
長
崎
に
原
子
爆
弾
を
投

下
さ
れ
な
が
ら
、
復
興
や
経
済
成
長
を
遂

げ
た
日
本
に
あ
こ
が
れ
を
持
つ
人
は
少
な

く
な
い
。

　
日
本
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
長
年
に
わ
た
っ

て
ガ
ザ
な
ど
を
支
援
し
て
き
た
こ
と
に
加

え
、
日
本
の
ア
ニ
メ
を
見
て
興
味
を
持
つ

若
者
も
い
る
。
イ
ラ
ン
情
勢
を
受
け
て
ガ

ザ
へ
の
関
心
が
薄
れ
る
な
か
で
、
日
本
へ

の
期
待
は
依
然
と
し
て
高
い
と
言
え
る
。

　
ソ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
会
見
で
、
組
織
と
し

て
の「
中
立
性
」を
よ
り
重
視
す
る
姿
勢

も
見
せ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が「
Ｕ
Ｎ
Ｒ

Ｗ
Ａ
は
ハ
マ
ス
と
の
関
係
が
近
い
」と
主

張
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
国
内
で
の
活
動
を

禁
止
し
た
こ
と
も
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　
子
ど
も
た
ち
が
使
う
教
材
な
ど
の
内
容

を
改
め
て
見
直
し
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修

も
実
施
し
た
と
い
い
、
中
立
性
に
反
す
れ

ば
厳
し
く
対
処
す
る
と
し
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が
発
信
す
る
偽
情
報
に

も
対
応
し
て
い
く
と
述
べ
、「
職
員
が
す

る
べ
き
仕
事
を
し
て
、
そ
れ
を
見
せ
る
こ

と
が
偽
情
報
へ
の
一
番
効
果
的
な
対
策
だ

と
思
う
」と
訴
え
た
。

朝
日
新
聞
社
国
際
報
道
部
次
長
　
石
原
　
孝

な
ど
の
必
需
品

も
不
足
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
欧

米
諸
国
が
国
際

援
助
の
拠
出
を

減
額
す
る
な

か
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ

Ａ
の
予
算
も
減

っ
て
い
る
と

　
４
月
に
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
事
務
局
長
代
理

に
就
い
た
ば
か
り
の
ソ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
会

見
で
、「
停
戦
後
も
ガ
ザ
の
状
況
は
大
き

く
変
わ
っ
て
い
な
い
」と
指
摘
し
、パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
を
め
ぐ
る
和
平
プ
ロ
セ

ス
や
復
興
の
加
速
化
を
求
め
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス

が
約
２
年
に
わ
た
っ
て
続
け
た
戦
闘
に
よ

っ
て
、
ガ
ザ
で
は
７
万
人
以
上
が
亡
く
な

っ
た
。
米
国
が
仲
介
す
る
形
で
昨
年
10
月

に
停
戦
が
結
ば
れ
た
も
の
の
、
散
発
的
な

衝
突
は
続
き
、
犠
牲
者
も
増
え
て
い
る
。

　
ソ
ン
ダ
ー
ス
氏
に
よ
る
と
、
約
２
０
０

万
人
の
住
民
の
多
く
が
今
も
テ
ン
ト
住
ま

い
を
強
い
ら
れ
、
飲
料
水
や
電
気
・
ガ
ス

Ｉ
Ｔ
編
①

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
利
用
～
時
事
通
信
に

お
け
る
活
用
事
例
か
ら
簡
単
な
ハ
ン
ズ
オ

ン
ま
で
～

５
・
９
／
講
師
：
川
上
貴
之 

時
事
通
信
社
編

集
局
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
兼

デ
ザ
イ
ン
部
兼
Ｘ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
戦
略
室
／
出

席
：
会
場
６
人
、
ウ
ェ
ブ
30
人

　
時
事
通
信
社
は
英
文
記
事
作
成
で
の
機

械
翻
訳
の
導
入
を
き
っ
か
け
に
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
活
用
を
進
め
て
い
る
。
機
械
翻
訳
後

に
大
規
模
言
語
モ
デ
ル（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）を
使

っ
た
自
動
校
正
の
導
入
や
、
古
く
な
り
読

ま
れ
な
く
な
っ
た
過
去
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事

を
題
材
に
し
た
ク
イ
ズ
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作

な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　
後
半
で
はGoogle�A

I�Studio

を
使
っ

た
ハ
ン
ズ
オ
ン
を
実
施
。
作
り
た
い
も
の

を
自
然
な
言
語
で
Ａ
Ｉ
に
伝
え
、
Ａ
Ｉ
が

主
体
と
な
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る「
バ

イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」を
実
践
し
た
。
同

社
の
川
上
さ
ん
は「
Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
範
囲

と
人
間
が
確
認
す
る
範
囲
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。
な
ん
で
も
よ
ろ
し
く
、

に
な
る
と
大
事
故
が
起
き
る
」と
語
っ

た
。

調
査
報
道
①

18
歳
人
口
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
特
別
支

援
学
校
卒
業
生

５
・
23
／
講
師
：
斎
藤
文
太
郎 

毎
日
新
聞
社

社
会
部
記
者
／
出
席
：
会
場
８
人
、ウ
ェ
ブ
24
人

土
曜
記
者
ゼ
ミ

■
発
表
モ
ノ
を
な
な
め
に
見
て
み
る

　
文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
を
巡

り
、
毎
日
新
聞
社
は
昨
年
12
月
、
大
学
進

学
率
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
18
歳
人
口
の
集

計
か
ら
、
特
別
支
援
学
校（
特
支
）の
卒

業
者
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
報
道
後
に
文
科
相
が
謝
罪
し
、

18
歳
人
口
集
計
の
見
直
し
と
経
緯
を
調
査

す
る
方
針
を
示
し
た
。
ス
ク
ー
プ
し
た
同

社
の
斎
藤
さ
ん
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、

特
支
教
諭
の
給
料
の
一
部
手
当
の
引
き
下

げ
な
ど
を
取
材
し
た
こ
と
が
あ
り
、
特
支

の
存
在
が「
頭
の
片
隅
に
し
て
は
大
き
く

あ
っ
た
」。
紙
面
企
画
の
取
材
の
準
備
で

文
科
省
の
18
歳
人
口
や
総
務
省
の
18
歳
人

口
の
推
計
の
定
義
を
調
べ
た
と
き
に
、
文

科
省
の
定
義
に
特
支
が
入
っ
て
い
な
い
こ

と
に
気
が
付
い
た
。
学
校
基
本
調
査
報
告

書
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
べ
て
特
支
卒
業
者

を
入
れ
た
大
学
進
学
率
の
算
出
や
当
事

者
、
有
識
者
に
取
材
し
て
報
道
を
展
開
し

た
。
そ
の
後
も
続
報
を
出
し
、
計
18
本
の

記
事
を
書
い
た
。

　
斎
藤
さ
ん
は「
常
々
、
デ
ス
ク
か
ら『
爪

跡
を
残
せ
』と
言
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
そ

の
通
り
だ
な
と
思
っ
た
。
発
表
モ
ノ
を
な

な
め
に
見
て
み
る
こ
と
や
、
発
表
の
裏
側

に
は
何
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
を
意

識
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
改
め
て
感
じ

た
。
今
回
の
問
題
の
取
材
後
、
こ
れ
を
よ

り
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」と

振
り
返
っ
た
。�

（
い
ず
れ
も
事
務
局
）
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水
俣
病
公
式
確
認
か
ら
70
年�

隅
川

　俊
彦（
熊
本
日
日
新
聞
社
地
域
報

道
本
部
社
会
担
当
部
次
長
）

「
無
関
心
の
壁
」越
え
る
に
は

歴
史
の
延
長
線
上
に
い
る
重
責

「
難
し
い
」「
同
じ
よ
う
な
話
を
何
度
も

書
く
な
」「
関
心
が
な
い
」。
水
俣
病
の
報

道
に
携
わ
っ
て
以
来
、
周
囲
か
ら
度
々
い

た
だ
い
た
指
摘
だ
。「
公
害
の
原
点
」と

さ
れ
る
水
俣
病
は
今
年
、
公
式
確
認
か
ら

70
年
を
迎
え
た
。
熊
本
日
日
新
聞
は
１
月

か
ら
関
連
企
画
を
含
め
た
年
間
企
画「
水

俣
病
70
年
」を
展
開
し
て
い
る
。
担
当
デ

ス
ク
と
し
て「
ど
う
し
た
ら
関
心
の
な
い

人
に
も
、
水
俣
病
問
題
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
」と
悩
み
の
渦
中

に
い
る
。

被
害
者
の
思
い
は
千
差
万
別

水
俣
病
は
、
熊
本
県
水
俣
市
の
チ
ッ
ソ

水
俣
工
場（
当
時
）が
有
毒
な
メ
チ
ル
水

銀
を
不し

ら
ぬ
い

知
火
海か

い（
八や

つ

代し
ろ

海か
い

）に
排
出
し
た

こ
と
で
発
生
。
汚
染
さ
れ
た
魚
介
類
を
通

じ
て
人
の
体
内
に
蓄
積
し
た
メ
チ
ル
水
銀

が
引
き
起
こ
す
中
毒
性
疾
患
だ
。
脳
を
中

心
に
中
枢
神
経
が
損
傷
さ
れ
、
感
覚
障
害

や
運
動
失
調
な
ど
の
症
状
が
生
じ
た
。
治

療
法
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
１
９
５
６

年
５
月
１
日
、
医
師
が
原
因
不
明
の
疾
患

と
し
て
保
健
所
に
届
け
出
た
こ
と
が
公
式

確
認
と
さ
れ
る
。
今
年
３
月
末
ま
で
に
熊

本
、
鹿
児
島
両
県
で
計
２
２
８
４
人
が
患

者
認
定
さ
れ
、
２
度
の
未
認
定
患
者
の
救

済
策
で
は
約
４
万
人
が
対
象
と
な
っ
た
。

水
俣
病
問
題
は
医
学
、
司
法
、
政
治
、

行
政
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が

り
、被
害
者
の
思
い
や
立
場
も
千
差
万
別
。

「
難
し
い
」と
さ
れ
る
要
因
だ
。

医
学
は
、
メ
チ
ル
水
銀
が
ど
の
程
度
の

量
で
ど
の
よ
う
に
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
に
つ
い
て
結
論
を
出
せ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
政
治
が
導
き
出
し
た
未
認
定

患
者
救
済
策
に
対
し
て
は
、
線
引
き
か
ら

外
れ
た
人
々
が
訴
訟
を
続
け
て
い
る
。
司

法
の
場
で
は
、
患
者
認
定
制
度
や
救
済
策

に
疑
問
符
を
投
げ
か
け
る
判
決
が
相
次

ぐ
。
２
０
０
４
年
の
最
高
裁
判
決
で
被
害

の
拡
大
防
止
を
怠
っ
た
国
と
熊
本
県
の
責

任
が
確
定
し
て
も
、
加
害
者
で
あ
る
は
ず

の
行
政
が
患
者
認
定
を
求
め
る
人
々
を
審

査
し
、
次
々
と
棄
却
す
る
状
況
が
続
い
て

い
る
。
行
政
が
定
め
た
認
定
基
準
や
救
済

策
の
線
引
き
か
ら
漏
れ
た
人
々
は
、
司
法

や
立
法
に
救
い
を
求
め
る
。
人
の
命
を
あ

ず
か
る
医
学
と
、
国
家
の「
三
権
」を
も

っ
て
す
ら
解
決
に
は
導
け
ず
、「
同
じ
よ

う
な
話
」が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

「
関
心
が
な
い
」理
由
は
何
か
。
問
題

が
巨
大
で
複
雑
な
こ
と
に
加
え
、
大
多
数

の
人
々
が「
私
た
ち
の
問
題
で
は
な
い
」

と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
壁
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で

「
バ
ズ
る
」コ
ン
テ
ン
ツ
が
無
数
に
生
ま

れ
る
中
、
新
聞
に
は
よ
り
一
層
、
無
関
心

の
壁
を
乗
り
越
え
る
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
手
掛
か
り
の
一
つ
は
、
読
者
の

「
共
感
」に
あ
る
と
思
い
、
水
俣
病
問
題

に
関
わ
る
人
々
の
物
語
を
描
く
関
連
企
画

「
水
俣
の
肖
像
　
70
年
の
潮ち

ょ
う
せ
き汐
」を
掲
載

中
だ
。

70
年「
不
条
理
の
連
鎖
」と
表
現

今
年
５
月
１
日
付
の
特
集
面
で
は
、
原

因
企
業
チ
ッ
ソ
の
労
働
組
合
委
員
長
の
立

場
か
ら
患
者
支
援
と
水
俣
病
の
研
究
に
尽

力
し
た
岡
本
達
明
さ
ん（
91
）＝
東
京
都

清
瀬
市
＝
に
70
年
を
振
り
返
っ
て
も
ら

い
、
約
４
２
０
０
字
の
長
文
記
事
に
構
成

し
た
。
岡
本
さ
ん
は
約
40
年
が
か
り
で
患

者
の
証
言
を
集
め
た
大
著『
水
俣
病
の
民

衆
史
』の
著
者
。
国
が
70
年
代
に
熊
本
大

の
水
俣
病
研
究
を
封
殺
し
た
結
果
、
被
害

者
を
診
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
が
一
部
を

除
い
て
い
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
水
俣
病

の
最
終
解
決
を
う
た
っ
て
09
年
に
施
行
さ

れ
た
水
俣
病
特
別
措
置
法
が
空
文
化
し
た

現
状
な
ど
を
指
摘
し
て
も
ら
っ
た
。
岡
本

さ
ん
は
70
年
を「
不
条
理
の
連
鎖
」と
表

現
。「
組
織（
原
因
企
業
と
行
政
）の
人
間

た
ち
は
、
問
題
解
決
に
ど
れ
だ
け
時
間
が

か
か
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
被
害
者
た

ち
は
死
ん
で
い
く
」と
憤
っ
た
。

熊
日
は
公
式
確
認
以
前
か
ら
水
俣
病
報

道
を
続
け
て
い
る
。
現
場
の
記
者
た
ち
と

歴
史
の
延
長
線
上
に
い
る
重
責
を
分
か
ち

合
い
、
今
後
の
報
道
に
努
め
た
い
。
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す
み
か
わ
・
と
し
ひ
こ
▼
1
9
9
9
年
入
社
　

水
俣
支
局
と
社
会
部
で
水
俣
病
問
題
を
取

材
　
2
0
2
5
年
か
ら
現
職
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武
器
輸
出
政
策
の
転
換�

佐
藤

　瑞
季（
朝
日
新
聞
社
政
治
部
）

与
党
に
十
分
な
議
論
な
く

平
和
へ
の
向
き
合
い
方
変
質

高
市
早
苗
政
権
は
４
月
21
日
、
武
器
輸

出
を
規
制
す
る
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
の

運
用
指
針
を
改
定
し
た
。
輸
出
の
目
的
を

「
救
難
・
輸
送
・
警
戒
・
監
視
・
掃
海
」

に
限
っ
て
い
た「
５
類
型
」を
撤
廃
し
、

殺
傷
能
力
の
あ
る
武
器
の
輸
出
を
全
面
的

に
解
禁
。
戦
後
の
平
和
主
義
に
基
づ
い
て

抑
制
し
て
き
た
武
器
輸
出
政
策
の
転
換
点

と
な
っ
た
。

５
類
型
の
撤
廃
は
、
昨
年
10
月
、
自
民

党
と
日
本
維
新
の
会
の
連
立
政
権
合
意
書

に
明
記
さ
れ
た
。
防
衛
省
担
当
の
私
は
、

そ
こ
か
ら
約
半
年
間
取
材
し
た
が
、
改
定

ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ

た
。
与
党
内
で
、
十
分
な
議
論
が
あ
っ
た

と
は
思
え
な
い
。

４
カ
月
で
協
議
は
わ
ず
か
３
回

背
景
に
は
、
自
民
党
の
連
立
相
手
が
安

保
政
策
の「
ブ
レ
ー
キ
役
」の
公
明
党
か

ら
、「
ア
ク
セ
ル
役
」の
維
新
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
自
公
政
権
下
で
、
２
０

２
３
～
24
年
の
約
11
カ
月
間
に
27
回
、
今

回
は
約
４
カ
月
間
に
行
わ
れ
た
協
議
は
わ

ず
か
３
回
だ
っ
た
。

今
回
の
改
定
に
関
わ
っ
た
政
府
関
係
者

は
、「
こ
れ
ま
で
の
武
器
輸
出
政
策
は
あ

ま
り
に
も
抑
制
的
だ
っ
た
。
こ
ん
な
国
は

世
界
中
で
日
本
だ
け
で
、『
普
通
の
国
』

に
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
も
、
厳
格

な
運
用
を
続
け
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
」と
振
り
返
っ
た
。

武
器
の
輸
出
の
可
否
は
、
国
家
安
全
保

障
会
議（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）で
審
査
す
る
た
め
、

今
後
は
、
よ
り
そ
の
審
査
の
重
み
は
増
す

こ
と
に
な
る
。「
一
層
厳
格
な
審
査
と
適

正
な
管
理
を
確
保
す
る
」と
し
た
が
、
実

効
性
は
定
か
で
は
な
い
。

Ｎ
Ｓ
Ｃ
で
武
器
輸
出
を
決
め
た
後
に
、

国
会
に
通
知
す
る
こ
と
も
決
め
た
が
、
形

式
的
で
機
能
す
る
か
は
不
透
明
だ
。
輸
出

先
が
武
器
を
適
切
に
管
理
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
な
ど
の「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

の
強
化
」も
強
調
し
た
が
、
対
象
の
装
備

品
な
ど
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な

運
用
の
詳
細
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

自
公
政
権
で
の
改
定
に
た
ず
さ
わ
っ
た

当
時
の
官
邸
関
係
者
は「
一
番
重
要
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
詳
細
を
決
め
る
前
に
、
輸

出
解
禁
を
先
に
決
定
し
て
い
る
の
は
ど
う

な
の
か
」と
苦
言
を
呈
し
た
。
厳
格
な
審

査
と
適
正
な
管
理
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の

か
、
今
後
も
取
材
を
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

高
市
政
権
は
、
防
衛
産
業
を
経
済
成
長

の
推
進
役
に
掲
げ
る
。
政
府
は
武
器
輸
出

を
進
め
る
こ
と
で
、
販
路
を
拡
大
し
、
経

済
成
長
に
つ
な
げ
た
い
ね
ら
い
だ
が
、
そ

の
道
の
り
は
険
し
い
。

防
衛
省
関
係
者
は「
企
業
は
ど
こ
ま
で

い
っ
て
も
受
け
身
の
姿
勢
。
企
業
が
す
ぐ

に
輸
出
に
向
け
て
動
き
出
す
と
は
思
え
な

い
」と
話
す
。

平
和
国
家
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

や
基
本
理
念
を
堅
持
す
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
―
―
。
特
に
違
和
感
を
覚
え
た
の

は
、
首
相
や
小
泉
進
次
郎
防
衛
相
が
繰
り

返
し
た
、
こ
の
説
明
だ
。

同
志
国
を
中
心
に
武
器
を
輸
出
す
る
こ

と
で
、
日
本
に
と
っ
て
望
ま
し
い
安
全
保

障
環
境
が
創
出
で
き
る
、
と
い
う
説
明
自

体
は
理
解
で
き
る
。た
だ
、「
平
和
の
た
め
」

と
説
明
す
る
言
葉
は
同
じ
で
も
、
そ
の
手

段
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

武
器
を
輸
出
し
な
い
こ
と
で
戦
争
を
し

な
い
国
を
目
指
し
た
こ
れ
ま
で
と
、
武
器

を
輸
出
す
る
こ
と
で
戦
争
が
起
き
な
い
こ

と
を
目
指
す
こ
れ
か
ら
で
は
、
平
和
へ
の

向
き
合
い
方
が
変
質
し
て
い
る
。

国
民
的
な
議
論
に
つ
な
げ
た
い

戦
後
日
本
の
平
和
主
義
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
よ

り
多
く
の
国
民
が
認
識
し
、
こ
の
国
の
あ

り
方
を
正
面
か
ら
議
論
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
た
。

年
末
に
は
、
安
全
保
障
関
連
３
文
書
の

改
定
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
政
府
・

与
党
で
は
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

安
全
保
障
政
策
の
議
論
を
丁
寧
に
取
材

し
、
伝
え
る
こ
と
で
、
国
民
的
な
議
論
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

自民党の国防部会・安全保障調査会合同会議に臨む、
当時・安保調査会会長の小野寺五典・元防衛相（左から２
人目）ら（202５年11月20日/東京・永田町の党本部/朝日新聞社提供）

さ
と
う
・
み
ず
き
▼
2
0
1
9
年
４
月
入
社
　

千
葉
と
名
古
屋
で
の
勤
務
を
経
て
　
23
年
よ
り

政
治
部
　
24
年
10
月
よ
り
防
衛
省
を
担
当
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水
俣
病
公
式
確
認
か
ら
70
年�

隅
川

　俊
彦（
熊
本
日
日
新
聞
社
地
域
報

道
本
部
社
会
担
当
部
次
長
）

「
無
関
心
の
壁
」越
え
る
に
は

歴
史
の
延
長
線
上
に
い
る
重
責

「
難
し
い
」「
同
じ
よ
う
な
話
を
何
度
も

書
く
な
」「
関
心
が
な
い
」。
水
俣
病
の
報

道
に
携
わ
っ
て
以
来
、
周
囲
か
ら
度
々
い

た
だ
い
た
指
摘
だ
。「
公
害
の
原
点
」と

さ
れ
る
水
俣
病
は
今
年
、
公
式
確
認
か
ら

70
年
を
迎
え
た
。
熊
本
日
日
新
聞
は
１
月

か
ら
関
連
企
画
を
含
め
た
年
間
企
画「
水

俣
病
70
年
」を
展
開
し
て
い
る
。
担
当
デ

ス
ク
と
し
て「
ど
う
し
た
ら
関
心
の
な
い

人
に
も
、
水
俣
病
問
題
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
」と
悩
み
の
渦
中

に
い
る
。

被
害
者
の
思
い
は
千
差
万
別

水
俣
病
は
、
熊
本
県
水
俣
市
の
チ
ッ
ソ

水
俣
工
場（
当
時
）が
有
毒
な
メ
チ
ル
水

銀
を
不し

ら
ぬ
い

知
火
海か

い（
八や

つ

代し
ろ

海か
い

）に
排
出
し
た

こ
と
で
発
生
。
汚
染
さ
れ
た
魚
介
類
を
通

じ
て
人
の
体
内
に
蓄
積
し
た
メ
チ
ル
水
銀

が
引
き
起
こ
す
中
毒
性
疾
患
だ
。
脳
を
中

心
に
中
枢
神
経
が
損
傷
さ
れ
、
感
覚
障
害

や
運
動
失
調
な
ど
の
症
状
が
生
じ
た
。
治

療
法
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
１
９
５
６

年
５
月
１
日
、
医
師
が
原
因
不
明
の
疾
患

と
し
て
保
健
所
に
届
け
出
た
こ
と
が
公
式

確
認
と
さ
れ
る
。
今
年
３
月
末
ま
で
に
熊

本
、
鹿
児
島
両
県
で
計
２
２
８
４
人
が
患

者
認
定
さ
れ
、
２
度
の
未
認
定
患
者
の
救

済
策
で
は
約
４
万
人
が
対
象
と
な
っ
た
。

水
俣
病
問
題
は
医
学
、
司
法
、
政
治
、

行
政
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が

り
、被
害
者
の
思
い
や
立
場
も
千
差
万
別
。

「
難
し
い
」と
さ
れ
る
要
因
だ
。

医
学
は
、
メ
チ
ル
水
銀
が
ど
の
程
度
の

量
で
ど
の
よ
う
に
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
に
つ
い
て
結
論
を
出
せ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
政
治
が
導
き
出
し
た
未
認
定

患
者
救
済
策
に
対
し
て
は
、
線
引
き
か
ら

外
れ
た
人
々
が
訴
訟
を
続
け
て
い
る
。
司

法
の
場
で
は
、
患
者
認
定
制
度
や
救
済
策

に
疑
問
符
を
投
げ
か
け
る
判
決
が
相
次

ぐ
。
２
０
０
４
年
の
最
高
裁
判
決
で
被
害

の
拡
大
防
止
を
怠
っ
た
国
と
熊
本
県
の
責

任
が
確
定
し
て
も
、
加
害
者
で
あ
る
は
ず

の
行
政
が
患
者
認
定
を
求
め
る
人
々
を
審

査
し
、
次
々
と
棄
却
す
る
状
況
が
続
い
て

い
る
。
行
政
が
定
め
た
認
定
基
準
や
救
済

策
の
線
引
き
か
ら
漏
れ
た
人
々
は
、
司
法

や
立
法
に
救
い
を
求
め
る
。
人
の
命
を
あ

ず
か
る
医
学
と
、
国
家
の「
三
権
」を
も

っ
て
す
ら
解
決
に
は
導
け
ず
、「
同
じ
よ

う
な
話
」が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

「
関
心
が
な
い
」理
由
は
何
か
。
問
題

が
巨
大
で
複
雑
な
こ
と
に
加
え
、
大
多
数

の
人
々
が「
私
た
ち
の
問
題
で
は
な
い
」

と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
壁
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で

「
バ
ズ
る
」コ
ン
テ
ン
ツ
が
無
数
に
生
ま

れ
る
中
、
新
聞
に
は
よ
り
一
層
、
無
関
心

の
壁
を
乗
り
越
え
る
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
手
掛
か
り
の
一
つ
は
、
読
者
の

「
共
感
」に
あ
る
と
思
い
、
水
俣
病
問
題

に
関
わ
る
人
々
の
物
語
を
描
く
関
連
企
画

「
水
俣
の
肖
像
　
70
年
の
潮ち

ょ
う
せ
き汐
」を
掲
載

中
だ
。

70
年「
不
条
理
の
連
鎖
」と
表
現

今
年
５
月
１
日
付
の
特
集
面
で
は
、
原

因
企
業
チ
ッ
ソ
の
労
働
組
合
委
員
長
の
立

場
か
ら
患
者
支
援
と
水
俣
病
の
研
究
に
尽

力
し
た
岡
本
達
明
さ
ん（
91
）＝
東
京
都

清
瀬
市
＝
に
70
年
を
振
り
返
っ
て
も
ら

い
、
約
４
２
０
０
字
の
長
文
記
事
に
構
成

し
た
。
岡
本
さ
ん
は
約
40
年
が
か
り
で
患

者
の
証
言
を
集
め
た
大
著『
水
俣
病
の
民

衆
史
』の
著
者
。
国
が
70
年
代
に
熊
本
大

の
水
俣
病
研
究
を
封
殺
し
た
結
果
、
被
害

者
を
診
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
が
一
部
を

除
い
て
い
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
水
俣
病

の
最
終
解
決
を
う
た
っ
て
09
年
に
施
行
さ

れ
た
水
俣
病
特
別
措
置
法
が
空
文
化
し
た

現
状
な
ど
を
指
摘
し
て
も
ら
っ
た
。
岡
本

さ
ん
は
70
年
を「
不
条
理
の
連
鎖
」と
表

現
。「
組
織（
原
因
企
業
と
行
政
）の
人
間

た
ち
は
、
問
題
解
決
に
ど
れ
だ
け
時
間
が

か
か
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
被
害
者
た

ち
は
死
ん
で
い
く
」と
憤
っ
た
。

熊
日
は
公
式
確
認
以
前
か
ら
水
俣
病
報

道
を
続
け
て
い
る
。
現
場
の
記
者
た
ち
と

歴
史
の
延
長
線
上
に
い
る
重
責
を
分
か
ち

合
い
、
今
後
の
報
道
に
努
め
た
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

恋路島を臨む水俣湾埋め立て地の親水護岸。埋め立て地には水俣病の原因物質メ
チル水銀を含むヘドロが封じ込められている（５月１日/熊本県水俣市/熊本日日新聞社提供）

す
み
か
わ
・
と
し
ひ
こ
▼
1
9
9
9
年
入
社
　

水
俣
支
局
と
社
会
部
で
水
俣
病
問
題
を
取

材
　
2
0
2
5
年
か
ら
現
職
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族
も
い
る
。
そ
の
人
た
ち
の
生
活
も
守
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
倒
産
せ
ず
経
営
の

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
て
、
ホ
ッ

と
し
て
い
る
ん
だ
よ
」と
柔
ら
か
な
笑
顔

を
見
せ
た
。
そ
の
時
、
社
長
と
い
う
仕
事

の
大
変
さ
を
知
っ
た
。

社
長
交
代
の
１
年
前
。
オ
ム
ロ
ン
は
２

０
０
２
年
３
月
期
に
26
期
ぶ
り
の
最
終
赤

字
を
計
上
し
、
構
造
改
革
の
名
の
も
と
国

内
生
産
会
社
の
閉
鎖
や
早
期
退
職
を
実
施

し
た
。
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
心
境
を

聞
い
た
時
、
珍
し
く
語
気
を
強
め「
経
営

者
と
し
て
人
に
手
を
つ
け
る
の
は
断
腸
の

思
い
」と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。
社
長

と
し
て
忸じ

く

怩じ

た
る
思
い
に
自
分
の
考
え
が

至
ら
ず
、
質
問
の
仕
方
が
軽
率
だ
っ
た
と

反
省
し
た
。
結
果
と
し
て
構
造
改
革
は
一

部
の
従
業
員
も
痛
み
を
伴
う
こ
と
と
な
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
会
社
を
つ
ぶ
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
い
う
責
務
と
の
葛
藤
が
あ

っ
た
と
理
解
し
た
。

そ
の
後
も
社
長
交
代
の
場
面
に
は
多
く

立
ち
合
っ
た
。
新
聞
紙
面
に
は
次
の
人
物

と
交
代
の
経
緯
が
淡
々
と
記
さ
れ
、
こ
の

瞬
間
か
ら
前
社
長
に
は
ほ
ぼ
ス
ポ
ッ
ト
が

当
た
ら
な
く
な
る
。
だ
が
経
営
を
次
に
引

き
継
ぐ
背
景
に
は
、
社
長
を
や
っ
た
人
に

し
か
わ
か
ら
な
い
思
い
や
重
責
が
あ
る
と

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
記
者
の
言
葉
を
聞
い
て
く
れ
た

私
は
現
場
の
記
者
を
長
く
や
っ
て
い
る

お
か
げ
で
、
大
企
業
、
中
小
企
業
の
経
営

者
や
幹
部
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
中
堅
社

員
や
若
手
に
も
取
材
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
偏
見
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を

承
知
で
、
私
が
気
付
い
た
こ
と
は「
出
世

し
て
上
に
立
っ
た
人
、
上
に
立
つ
で
あ
ろ

う
人
は
礼
儀
正
し
い
。
相
手
の
役
職
や
年

齢
、性
別
な
ど
で
態
度
を
変
え
た
り
せ
ず
、

か
つ
人
の
話
を
良
く
聞
く
」と
い
う
こ
と

だ
。
当
た
り
前
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
改
め
て
そ
う
思
う
。

あ
と
、
こ
こ
に
記
し
て
良
い
か
ど
う
か

本
当
に
迷
っ
た
が
、
三
菱
重
工
業
の
元
社

長
・
佃
和
夫
さ
ん
に
も
感
謝
し
て
い
る
。

東
京
に
転
勤
に
な
り
、
最
初
の
担
当
が
重

工
業
で
、
佃
さ
ん
は
会
長
に
な
ら
れ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
重
工
業
業
界
の
知
識
も
な

く
、
何
と
か
ひ
ね
り
出
し
た
取
材
依
頼
の

内
容
は
、
数
日
後
に
他
紙
に
出
て
い
る
状

態
。
信
頼
関
係
も
な
く
業
界
を
わ
か
っ
て

い
な
い
記
者
か
ら
の
取
材
依
頼
に
な
か
な

か
応
え
て
も
ら
え
ず
、
当
時
の
デ
ス
ク
に

「
ス
ク
ー
プ
を
取
っ
て
来
い
」と
言
わ

れ
続
け
、
心
身
と
も
に
疲
弊
し
た
。
そ

ん
な
時
に
佃
さ
ん
の
も
と
に
夜
回
り
し

「
一
生
懸
命
勉
強
す
る
の
で
、
私
も
他

紙
と
同
様
、
取
材
の
土
俵
に
乗
せ
て
く

だ
さ
い
」と
お
願
い
し
た
。
佃
さ
ん
は

困
惑
さ
れ
た
と
思
う
が
、
そ
れ
以
降
、

取
材
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
懸
命
に

取
材
し
て
原
稿
を
書
い
た
。
後
で
知
っ

た
の
だ
が（
夜
回
り
で
懇
願
さ
れ
た
こ

と
を
伏
せ
て
）、
佃
さ
ん
が
取
材
対
応

す
る
よ
う
に
現
場
に
言
っ
て
く
れ
た
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
グ
ッ
と
心
に
刺
さ
る

も
の
が
あ
っ
た
し
、
一
介
の
記
者
の
言

葉
に
も
耳
を
傾
け
対
応
し
て
く
れ
た
こ

と
に
今
も
感
謝
し
て
い
る
。

今
、
マ
ス
コ
ミ
は「
マ
ス
ゴ
ミ
」な

ど
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
、
記
者
希
望
は
減
っ
て

い
る
と
聞
く
。
残
念
で
な
ら
な
い
が
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
思
い
や
考
え
を
聞

き
、
言
葉
を
紡
ぎ
多
く
の
人
に
伝
え
る

記
者
の
仕
事
は
面
白
く
、
や
り
が
い
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
ま
る
や
ま
・
み
わ
　
２
０
０
１
年
途
中

入
社
　
大
阪
支
社
や
福
山
支
局
な
ど
を
経

て
　
現
在
　
本
社
経
済
部
記
者
）

次
号
は
丸
山
さ
ん
の
大
阪
勤
務
時
代

か
ら
の
友
人
、
高
橋
寛
次
さ
ん（
産
経

新
聞
社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

「
さ
み
し
さ
よ
り
も
、
役
目
を
果
た

せ
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
」―
。
次
期

社
長
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
を
決
め
た

当
時
の
オ
ム
ロ
ン
社
長
の
立
石
義
雄
さ

ん
の
言
葉
で
、
20
年
近
く
経
っ
た
今
も

言
葉
と
と
も
に
安あ

ん

堵ど

し
た
表
情
を
時
折

思
い
出
す
。

■
人
に
手
を
つ
け
る
断
腸
の
思
い

途
中
入
社
で
ま
だ
駆
け
出
し
だ
っ
た

私
は
驚
い
た
。
大
企
業
の
ト
ッ
プ
と
い

う
座
を
降
り
れ
ば
取
り
巻
き
も
変
わ

り
、
さ
み
し
い
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
込

ん
で
い
た
か
ら
だ
。
立
石
さ
ん
は「
従

業
員
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
ろ
に
は
家

リ レーエッセー

オムロン社長時代の立石義雄さん
（2002年６月撮影）

立
石
義
雄
さ
ん 

オ
ム
ロ
ン
元
代
表
取
締
役
社
長

社
長
の
思
い
、
重
責
を
学
ぶ

丸
山

　美
和（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
今
な
お

続
く
岩
手
県
大
槌
町
で
発
生
し
た
大
規
模

山
林
火
災
。
平
成
以
降
で
国
内
最
大
と
な

っ
た
昨
年
の
同
県
大
船
渡
市
の
林
野
火
災

に
次
ぐ
１
６
３
３
㌶
を
焼
損
し
、
出
火
か

ら
38
日
目
の
５
月
29
日
に
鎮
火
が
宣
言
さ

れ
た
。
三
陸
沖
で
発
生
し
た
Ｍ
７
・
７
の

地
震
に
伴
い
、
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地

震
注
意
情
報
が
出
さ
れ
る
中
、
ま
た
し
て

も
同
県
沿
岸
部
を
襲
っ
た
烈
火
。
記
者
た

ち
は
や
る
せ
な
さ
を
抱
え
つ
つ
、
昨
年
の

教
訓
も
生
か
し
て
取
材
に
当
た
っ
た
。

４
月
22
日
午
後
１
時
５3
分
ご
ろ
、
同
町

小こ

鎚づ
ち

の
の
り
面
か
ら
出
火
し
、
近
く
の
民

家
や
山
林
に
延
焼
し
た
。「
ヤ
バ
そ
う
で

す
」。
い
ち
早
く
現
着
し
た
釜
石
支
局
の

災害ととも に

大船渡の教訓生かし対応
初動早く住宅被害食い止め

及川　純一
（岩手日報社報道センター報道部長）

岩手県大槌町の山林火災 減災
防災
被災

最前線�

記
者
か
ら
の
電
話
に
、
報
道
部
デ
ス
ク
が

表
情
を
曇
ら
せ
た
。
大
船
渡
で
も
初
動
か

ら
現
場
を
踏
ん
だ
２
人
の
見
立
て
は
厳
し

く
、
即
座
に
応
援
の
記
者
を
出
し
た
。

大
船
渡
、
遠
野
、
宮
古
の
各
支
局
記
者

が
大
槌
へ
向
か
う
と
、
約
10
㌔
離
れ
た
吉き

里り

吉き

里り

地
区
で
も
新
た
な
火
災
が
発
生

し
、
強
風
で
拡
大
。
２
カ
所
の
現
場
を
追

う
展
開
と
な
っ
た
。
本
社
報
道
部
の
カ
メ

ラ
マ
ン
と
記
者
も
現
場
に
加
わ
り
、
赤
い

炎
が
夜
空
を
染
め
る
様
子
を
同
23
日
付
の

朝
刊
に
掲
載
し
た
。
誰
も
が
大
船
渡
の
大

火
を
想
起
す
る
よ
う
な
写
真
だ
っ
た
。

■「
経
験
し
た
記
者
」交
代
で
配
置

そ
の
後
は
大
船
渡
支
局
長
や
報
道
部
の

デ
ス
ク
級
記
者
ら
、
１
年
前
の
経
験
者
を

１
ク
ー
ル
３
日
間
で
現
場
キ
ャ
ッ
プ
と
し

て
交
代
で
配
置
し
、
統
括
の
釜
石
支
局
長

と
役
割
分
担
。
住
宅
地
に
迫
る
炎
と
津
波

へ
の
警
戒
を
強
い
ら
れ
る
緊
迫
の
現
場

で
、
初
動
か
ら「
大
船
渡
方
式
」の
態
勢

で
対
応
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
。

初
動
が
早
か
っ
た
の
は
わ
れ
わ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
町
は
出
火
後
、
自
衛
隊
に
ヘ

リ
を
要
請
し
、
１
時
間
後
の
午
後
２
時
５0

分
に
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
、
県
防
災
ヘ

リ
も
出
動
し
た
。
県
が
同
４
時
に
災
害
警

戒
本
部
を
構
え
て
す
ぐ
に
２
カ
所
目
の
山

火
事
が
起
き
、
翌
日
の
早
朝
か
ら
岩
手
、

青
森
、
秋
田
の
防
災
ヘ
リ
３
機
と
自
衛
隊

ヘ
リ
５
機
で
空
中
消
火
す
る
態
勢
を
整
え

た
。
風
が
強
す
ぎ
て
ヘ
リ
が
飛
べ
な
か
っ

た
大
船
渡
と
状
況
は
違
っ
た
。

な
か
な
か
火
勢
は
衰
え
な
か
っ
た
が
、

発
生
か
ら
４
日
目
と
な
る
2５
日
に
は
県
内

と
10
都
県
か
ら
現
地
入
り
し
た
緊
急
消
防

援
助
隊
が
１
３
０
０
人
規
模
で
夜
を
徹
し

て
地
上
消
火
に
当
た
り
、
住
宅
被
害
を
食

い
止
め
た
。「
津
波
で
家
を
流
さ
れ
た
方

が
、
再
び
家
を
失
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」と
訴
え
る
平
野
公
三
町
長
ら
の

思
い
に
援
助
隊
が
応
え
、
大
船
渡
市
の
大

規
模
林
野
火
災
で
も
応
援
に
入
っ
た
他
県

の
消
防
隊
も
効
果
的
に
活
動
し
た
。

１
４
５
０
人
態
勢
に
増
強
さ
れ
た
６
日

目
の
27
日
、発
生
後
初
め
て
の
雨
が
降
り
、

火
の
勢
い
は「
お
お
む
ね
制
御
下
」に
。

翌
28
日
の
ま
と
ま
っ
た
雨
で
深
刻
な
局
面

を
脱
し
、
29
日
に
町
は
１
５
４
１
世
帯
３

２
３
３
人
を
対
象
に
出
し
て
い
た
避
難
指

示
を
解
除
し
た
。
吉
里
吉
里
地
区
で
は
住

宅
へ
の
延
焼
を
免
れ
、
平
野
町
長
は「
自

衛
隊
や
県
内
外
の
消
防
隊
、
地
元
消
防
団

に
は
本
当
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
深
謝
し
た
。

■
住
民
同
士
の
深
い
つ
な
が
り

町
に
よ
る
と
、
避
難
所
へ
の
避
難
者
は

最
大
４
５
３
人
。
他
の
住
民
は
ど
う
し
て

い
た
の
か
。
消
防
部
隊
を
誘
導
し
た
人
、

状
況
を
見
極
め
、
す
ぐ
逃
げ
ら
れ
る
態
勢

を
取
り
つ
つ
、
自
宅
や
知
人
宅
、
港
近
く

の
車
内
で
過
ご
し
た
人
。
後
の
取
材
で
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
深
い
大
槌
な
ら

で
は
の
向
き
合
い
方
が
浮
か
ん
だ
。
度
重

な
る
災
害
で
避
難
行
動
が
定
着
し
て
い
る

地
域
で
は
、
安
全
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
る「
納
得
解
」な
の
か
も
し
れ
な
い
、

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

鎮
圧
宣
言
か
ら
４
日
後
の
５
月
６
日
。

大
槌
町
役
場
近
く
の
山
林
で
新
た
な
火
災

が
発
生
し
、
大
規
模
火
災
の
熱
源
を
調
査

し
て
い
た
地
上
隊
と
防
災
ヘ
リ
が
迅
速
な

消
火
活
動
で
食
い
止
め
た
。
事
な
き
を
得

た
が
、
緊
張
と
落
胆
を
伴
う
、
大
型
連
休

の
最
終
日
だ
っ
た
。

強風の影響で燃え広がる岩手県大槌町吉里吉里地区の
山林火災（４月22日午後７時22分/岩手日報社提供）

お
い
か
わ
・
じ
ゅ
ん
い
ち
▼
1
9
9
9
年
入
社
　

久
慈
支
局
長
　
東
京
支
社
編
集
部
長
　
報
道

部
第
二
部
長
を
経
て
2
0
2
4
年
４
月
か
ら
現

職
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族
も
い
る
。
そ
の
人
た
ち
の
生
活
も
守
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
倒
産
せ
ず
経
営
の

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
て
、
ホ
ッ

と
し
て
い
る
ん
だ
よ
」と
柔
ら
か
な
笑
顔

を
見
せ
た
。
そ
の
時
、
社
長
と
い
う
仕
事

の
大
変
さ
を
知
っ
た
。

社
長
交
代
の
１
年
前
。
オ
ム
ロ
ン
は
２

０
０
２
年
３
月
期
に
26
期
ぶ
り
の
最
終
赤

字
を
計
上
し
、
構
造
改
革
の
名
の
も
と
国

内
生
産
会
社
の
閉
鎖
や
早
期
退
職
を
実
施

し
た
。
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
心
境
を

聞
い
た
時
、
珍
し
く
語
気
を
強
め「
経
営

者
と
し
て
人
に
手
を
つ
け
る
の
は
断
腸
の

思
い
」と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。
社
長

と
し
て
忸じ

く

怩じ

た
る
思
い
に
自
分
の
考
え
が

至
ら
ず
、
質
問
の
仕
方
が
軽
率
だ
っ
た
と

反
省
し
た
。
結
果
と
し
て
構
造
改
革
は
一

部
の
従
業
員
も
痛
み
を
伴
う
こ
と
と
な
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
会
社
を
つ
ぶ
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
い
う
責
務
と
の
葛
藤
が
あ

っ
た
と
理
解
し
た
。

そ
の
後
も
社
長
交
代
の
場
面
に
は
多
く

立
ち
合
っ
た
。
新
聞
紙
面
に
は
次
の
人
物

と
交
代
の
経
緯
が
淡
々
と
記
さ
れ
、
こ
の

瞬
間
か
ら
前
社
長
に
は
ほ
ぼ
ス
ポ
ッ
ト
が

当
た
ら
な
く
な
る
。
だ
が
経
営
を
次
に
引

き
継
ぐ
背
景
に
は
、
社
長
を
や
っ
た
人
に

し
か
わ
か
ら
な
い
思
い
や
重
責
が
あ
る
と

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
記
者
の
言
葉
を
聞
い
て
く
れ
た

私
は
現
場
の
記
者
を
長
く
や
っ
て
い
る

お
か
げ
で
、
大
企
業
、
中
小
企
業
の
経
営

者
や
幹
部
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
中
堅
社

員
や
若
手
に
も
取
材
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
偏
見
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を

承
知
で
、
私
が
気
付
い
た
こ
と
は「
出
世

し
て
上
に
立
っ
た
人
、
上
に
立
つ
で
あ
ろ

う
人
は
礼
儀
正
し
い
。
相
手
の
役
職
や
年

齢
、性
別
な
ど
で
態
度
を
変
え
た
り
せ
ず
、

か
つ
人
の
話
を
良
く
聞
く
」と
い
う
こ
と

だ
。
当
た
り
前
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
改
め
て
そ
う
思
う
。

あ
と
、
こ
こ
に
記
し
て
良
い
か
ど
う
か

本
当
に
迷
っ
た
が
、
三
菱
重
工
業
の
元
社

長
・
佃
和
夫
さ
ん
に
も
感
謝
し
て
い
る
。

東
京
に
転
勤
に
な
り
、
最
初
の
担
当
が
重

工
業
で
、
佃
さ
ん
は
会
長
に
な
ら
れ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
重
工
業
業
界
の
知
識
も
な

く
、
何
と
か
ひ
ね
り
出
し
た
取
材
依
頼
の

内
容
は
、
数
日
後
に
他
紙
に
出
て
い
る
状

態
。
信
頼
関
係
も
な
く
業
界
を
わ
か
っ
て

い
な
い
記
者
か
ら
の
取
材
依
頼
に
な
か
な

か
応
え
て
も
ら
え
ず
、
当
時
の
デ
ス
ク
に

「
ス
ク
ー
プ
を
取
っ
て
来
い
」と
言
わ

れ
続
け
、
心
身
と
も
に
疲
弊
し
た
。
そ

ん
な
時
に
佃
さ
ん
の
も
と
に
夜
回
り
し

「
一
生
懸
命
勉
強
す
る
の
で
、
私
も
他

紙
と
同
様
、
取
材
の
土
俵
に
乗
せ
て
く

だ
さ
い
」と
お
願
い
し
た
。
佃
さ
ん
は

困
惑
さ
れ
た
と
思
う
が
、
そ
れ
以
降
、

取
材
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
懸
命
に

取
材
し
て
原
稿
を
書
い
た
。
後
で
知
っ

た
の
だ
が（
夜
回
り
で
懇
願
さ
れ
た
こ

と
を
伏
せ
て
）、
佃
さ
ん
が
取
材
対
応

す
る
よ
う
に
現
場
に
言
っ
て
く
れ
た
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
グ
ッ
と
心
に
刺
さ
る

も
の
が
あ
っ
た
し
、
一
介
の
記
者
の
言

葉
に
も
耳
を
傾
け
対
応
し
て
く
れ
た
こ

と
に
今
も
感
謝
し
て
い
る
。

今
、
マ
ス
コ
ミ
は「
マ
ス
ゴ
ミ
」な

ど
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
、
記
者
希
望
は
減
っ
て

い
る
と
聞
く
。
残
念
で
な
ら
な
い
が
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
思
い
や
考
え
を
聞

き
、
言
葉
を
紡
ぎ
多
く
の
人
に
伝
え
る

記
者
の
仕
事
は
面
白
く
、
や
り
が
い
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
ま
る
や
ま
・
み
わ
　
２
０
０
１
年
途
中

入
社
　
大
阪
支
社
や
福
山
支
局
な
ど
を
経

て
　
現
在
　
本
社
経
済
部
記
者
）

次
号
は
丸
山
さ
ん
の
大
阪
勤
務
時
代

か
ら
の
友
人
、
高
橋
寛
次
さ
ん（
産
経

新
聞
社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

「
さ
み
し
さ
よ
り
も
、
役
目
を
果
た

せ
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
」―
。
次
期

社
長
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
を
決
め
た

当
時
の
オ
ム
ロ
ン
社
長
の
立
石
義
雄
さ

ん
の
言
葉
で
、
20
年
近
く
経
っ
た
今
も

言
葉
と
と
も
に
安あ

ん

堵ど

し
た
表
情
を
時
折

思
い
出
す
。

■
人
に
手
を
つ
け
る
断
腸
の
思
い

途
中
入
社
で
ま
だ
駆
け
出
し
だ
っ
た

私
は
驚
い
た
。
大
企
業
の
ト
ッ
プ
と
い

う
座
を
降
り
れ
ば
取
り
巻
き
も
変
わ

り
、
さ
み
し
い
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
込

ん
で
い
た
か
ら
だ
。
立
石
さ
ん
は「
従

業
員
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
ろ
に
は
家

リ レーエッセー

オムロン社長時代の立石義雄さん
（2002年６月撮影）

立
石
義
雄
さ
ん 

オ
ム
ロ
ン
元
代
表
取
締
役
社
長

社
長
の
思
い
、
重
責
を
学
ぶ

丸
山

　美
和（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
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書 いた話　書かなかった話

だ
い
た
。
東
京
新
聞
、
中
日
新
聞
と
も
１

面
ト
ッ
プ
で
扱
っ
た
。

た
だ
現
実
に
は
、
そ
の
後
の
日
独
の
歩

み
は
対
照
的
だ
っ
た
。

ロ
シ
ア
が
欧
米
の
経
済
制
裁
に
反
発
し

て
天
然
ガ
ス
供
給
を
停
止
し
た
た
め
、
一

部
原
発
の
稼
働
を
延
長
し
た
が
、
23
年
４

月
に
最
後
の
原
発
を
停
止
さ
せ
、
脱
原
発

を
完
了
し
た
。
代
替
と
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
増
や
し
て
い
る
。
日

本
は
福
島
の
事
故
後
、「
原
発
依
存
を
可

能
な
限
り
低
減
す
る
」と
し
て
き
た
方
針

を
３
年
前
、「
原
発
を
最
大
限
活
用
す
る
」

と
転
換
し
、
原
発
の
再
稼
働
が
進
ん
で
い

る
。

ら
れ
て
い
る
。

今
、
在
日
外
国
人
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
で
は
、
ド
イ
ツ

な
ど
の
難
民
移
民
問
題
は
失
敗
例
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
果
た
し

て
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。

1５
年
12
月
、
ド
イ
ツ
の
難
民
受
け
入
れ

現
場
を
見
た
。
ド
イ
ツ
語
教
室
な
ど
、
社

会
に
溶
け
込
ん
で
も
ら
う
た
め
の
教
育
の

場
を
設
け
て
い
た
。「
自
分
た
ち
も
戦
後
、

（
ド
イ
ツ
が
失
っ
た
東
方
領
土
か
ら
の
）難

民
だ
っ
た
」と
寄
り
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
い
た
。
難
民
ら
は
助
け
て
も
ら
っ
た
恩

は
忘
れ
な
い
、
と
口
々
に
話
し
て
い
た
。

ト
ル
コ
人
移
民
２
世
、３
世
の
中
に
は
、

教
育
や
技
術
を
身
に
付
け
、
現
在
、
ド
イ

ツ
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
多
い
。
23

年
に
は
メ
ル
ケ
ル
氏
の
寛
容
政
策
に
よ
っ

て
ド
イ
ツ
南
西
部
に
移
住
し
た
シ
リ
ア
難

民
が
、
町
長
に
当
選
し
た
。
少
子
化
の
時

代
、
移
民
難
民
ら
が
力
と
な
っ
て
く
れ
る

場
面
も
多
く
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

◆
米
国
と
の
距
離
を
ど
う
取
る
か

日
本
は
日
米
安
保
協
定
を
結
び
、
ド
イ

ツ
は
米
欧
の
軍
事
同
盟
、
北
大
西
洋
条
約

機
構（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）の
一
員
で
、
と
も
に

米
国
の
同
盟
国
だ
。
し
か
し
、
そ
の
あ
り

よ
う
は
違
う
。
ド
イ
ツ
統
一
後
、
米
軍
な

ど
駐
留
軍
は
地
位
協
定
改
定
に
応
じ
、
駐

留
軍
の
訓
練
な
ど
に
ド
イ
ツ
国
内
法
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
日
米

地
位
協
定
で
は
、
米
軍
の
特
権
は
大
幅
に

認
め
ら
れ
た
ま
ま
だ
。

日
米
関
係
、
米
独
関
係
と
も
、
ト
ラ
ン

プ
米
政
権
の
登
場
で
、
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
て
い
る
。
第
一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
登
場

の
際
、
メ
ル
ケ
ル
氏
は「
他
国（
米
国
）に

完
全
に
頼
る
時
代
は
終
わ
っ
た
」と
嘆

き
、米
国
と
距
離
を
置
く
姿
勢
を
示
し
た
。

今
回
の
米
国
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ

ン
攻
撃
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
巡
る
米
国
と

イ
ラ
ン
の
対
立
や
迷
走
に
、
欧
州
か
ら
は

厳
し
い
批
判
も
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。

メ
ル
ツ
独
首
相
は
４
月
、「
米
国
は
ど
の

よ
う
な
出
口
戦
略
を
選
択
し
て
い
る
の

か
、
分
か
ら
な
い
。
米
国
は
イ
ラ
ン
か
ら

屈
辱
を
受
け
て
い
る
」と
批
判
し
た
。
こ

れ
に
ト
ラ
ン
プ
氏
は
不
快
感
を
示
し
、
米

国
防
総
省
は
ド
イ
ツ
駐
留
の
米
軍
５
０
０

０
人
を
撤
収
さ
せ
る
計
画
を
明
ら
か
に
し

た
。
欧
州
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
啖た

ん

呵か

を
切

れ
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
の
結
束
が
強
く
、
米
国

抜
き
の
軍
事
力
で
も
あ
る
程
度
対
応
で
き

る
自
信
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
日
本
の
周
囲
に
は
、
Ｅ

Ｕ
の
よ
う
な
心
強
い「
仲
間
」は
い
な
い
。

む
し
ろ
中
ロ
北
朝
鮮
な
ど
、
警
戒
す
べ
き

存
在
ば
か
り
だ
。「
米
国
一
国
依
存
」の

状
況
が
続
く
し
か
な
い
日
本
の
現
状
を
、

憂
え
て
い
る
。

◆
寛
容
政
策
は
失
敗
だ
っ
た
か

最
初
に
ド
イ
ツ
に
来
た
時
の
印
象
は
、

町
中
に
外
国
人
、
特
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

多
か
っ
た
こ
と
だ
。
ケ
バ
ブ
を
売
る
店
が

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
期
を
支
え
る
た
め
に
来
た
ト
ル
コ
人
や

そ
の
家
族
ら
だ
と
い
う
。
冷
戦
後
、
90
年

代
に
入
る
と
、
旧
ソ
連
、
東
欧
諸
国
、
内

戦
の
あ
っ
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
諸
国
な

ど
か
ら
の
移
民
や
難
民
も
、
よ
く
見
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
が
多
く
の
難

民
ら
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
、
ナ
チ
ス

に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
へ
の
反
省
か
ら
、

基
本
法（
憲
法
）が
難
民
ら
へ
の
庇ひ

護ご

権

を
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

難
民
が
爆
発
的
に
増
え
た
の
は
、
メ
ル

ケ
ル
首
相
が
1５
年
、
内
戦
の
シ
リ
ア
な
ど

か
ら
殺
到
し
た
難
民
を
上
限
な
く
受
け
入

れ
る
寛
容
政
策
を
表
明
し
た
の
が
き
っ
か

け
だ
。
翌
年
に
か
け
て
約
１
２
０
万
人
が

流
入
し
た
。
急
激
な
受
け
入
れ
は
社
会
の

ひ
ず
み
も
も
た
ら
し
、
自
治
体
な
ど
は
受

け
入
れ
場
所
確
保
に
四
苦
八
苦
。
難
民
ら

に
よ
る
テ
ロ
や
暴
行
事
件
も
相
次
ぎ
、
排

外
主
義
を
掲
げ
る
極
右
政
党
が
躍
進
す
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
り
侵

攻
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
難
民
も
１

０
０
万
人
以
上
に
上
り
、
負
担
は
さ
ら
に

増
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
の
人
口
の
約
４

分
の
１
が
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
と
み
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記
者
生
活
で
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
ド

イ
ツ
と
の
関
わ
り
だ
。
１
９
９
０
年
代
か

ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
３
回
に
わ
た

り
、
計
６
年
間
滞
在
し
た
。

そ
の
後
も
２
０
１
５
年
の
難
民
危
機

は
、
現
地
で
目
の
当
た
り
に
し
た
。
論
説

で
も
ド
イ
ツ
の
こ
と
を
書
き
続
け
た
。
そ

の
時
々
の
取
材
対
応
に
精
一
杯
だ
っ
た

が
、
数
十
年
単
位
で
振
り
返
る
と
、
流
れ

や
傾
向
、
歴
史
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て

く
る
。

常
に
思
い
浮
か
べ
て
い
た
の
は
、
同
じ

く
、
敗
戦
国
と
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
経
済
復
興
し
た
日
本
と

の
対
比
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
比
較
し
よ
う
と
い
う
予
断

を
持
ち
な
が
ら
取
材
す
る
の
は
、
報
道
に

ゆ
が
み
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。し
か
し
、

ド
イ
ツ
を
鏡
と
し
て
参
考
に
す
る
こ
と
は

で
き
る
と
思
う
。
４
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に

取
り
上
げ
た
い
。

ド
イ
ツ
取
材
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

日
本
と
の
対
比
が
常
に
念
頭
に

◆「
終
戦
」を
ど
う
と
ら
え
る
か

１
９
９
５
年
、
ボ
ン
支
局
に
赴
任
し
た

時
、
最
初
に
直
面
し
た
の
が「
戦
後
５0
年
」

だ
っ
た
。
日
本
で
は
違
和
感
な
く「
終
戦

記
念
日
」と
呼
ぶ
が
、
ド
イ
ツ
で
は
連
合

国
に
降
伏
し
た
５
月
８
日
を
ど
う
呼
ぶ

か
、
議
論
が
続
い
て
い
た
。
戦
後
40
周
年

の
演
説
で
西
ド
イ
ツ（
当
時
）の
ワ
イ
ツ

ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
は
、
ナ
チ
ス
か
ら
の

「
解
放
の
日
」
と
強
調
。
こ
れ
に
対
し
、

保
守
派
は「（
旧
ド
イ
ツ
領
か
ら
の
）追
放

と
、（
東
西
ド
イ
ツ
と
い
う
）国
の
分
割
が

始
ま
っ
た
日
」と
訴
え
た
。
ナ
チ
ス
に
よ

る
加
害
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
人
も
壮
絶

な
被
害
を
被
っ
て
い
る
、
と
い
う
意
識
が

高
ま
っ
て
き
て
い
た
。
こ
の
論
争
は
戦
後

7５
周
年
の
20
年
、
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ヤ
ー

現
大
統
領
が「
解
放
の
日
だ
っ
た
」と
改

め
て
表
明
す
る
こ
と
で
、一
応
決
着
し
た
。

欧
州
の
協
調
を
重
視
し
た
結
果
だ
っ
た
。

日
独
の「
過
去
の
清
算
」を
単
純
に
比

較
す
る
の
は
乱
暴
だ
。
た
だ
、
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）の
一
員
と
な
り
隣
国
と
平
和
的
に

共
存
し
て
い
る
ド
イ
ツ
は
、
外
交
的
に
賢

明
に
振
る
舞
っ
て
い
る
と
思
う
。

し
か
し
今
、
ド
イ
ツ
の「
過
去
の
克
服
」

は
大
き
な
矛
盾
を
露
呈
し
て
い
る
。
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の

攻
撃
を
、ド
イ
ツ
政
府
は
支
持
し
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
ら
を
大
量
虐
殺
し
た
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
の
歴
史
的
責
任
ゆ
え
の
ユ
ダ
ヤ
人
国

家
イ
ス
ラ
エ
ル
擁
護
だ
が
、
多
数
の
民
間

人
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
攻
撃
を
正
当
化

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

◆
脱
原
発
巡
り
別
々
の
道
へ

以
下
の
３
件
は
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
政
策

に
深
く
関
わ
る
も
の
だ
。

ま
ず
は
、
脱
原
発
。

11
年
３
月
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子

力
発
電
所
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
事
故
を
き
っ

か
け
に
、
そ
れ
ま
で
原
発
推
進
派
だ
っ
た

メ
ル
ケ
ル
首
相
は「
日
本
ほ
ど
高
い
技
術

水
準
を
持
つ
国
で
も
過
酷
事
故
を
防
げ
な

か
っ
た
」と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
哲
学
者
、

宗
教
指
導
者
ら
に
よ
る「
倫
理
委
員
会
」

の
提
言
を
も
と
に
脱
原
発
へ
と
か
じ
を
切

っ
た
。
当
時
17
基
あ
っ
た
原
発
の
稼
働
を

22
年
末
ま
で
に
停
止
す
る
方
針
を
決
め

た
。
メ
ル
ケ
ル
氏
の
シ
ョ
ッ
ク
は
私
自
身

も
共
感
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
、「
核
兵

器
で
は
な
く
、
原
発
な
ど
の
平
和
的
利
用

な
ら
、
原
子
力
活
用
も
認
め
ら
れ
る
」と

考
え
て
き
た
。
イ
ラ
ン
核
問
題
対
応
で
使

わ
れ
た
理
屈
だ
。
し
か
し
、
福
島
の
事
故

で
日
本
の
東
半
分
を
壊
滅
さ
せ
か
ね
な
か

っ
た
被
害
の
大
き
さ
に
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
、
原
発

の
大
き
な
リ
ス
ク
に
疑
念
を
深
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

16
年
10
月
に
は
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ヤ
ー

外
相（
現
大
統
領
）か
ら
、
脱
原
発
へ
向

け
て
日
独
の
連
帯
を
訴
え
る
寄
稿
を
い
た

熊
く ま

倉
く ら

　逸
い つ

男
お

1982年中日新聞社入社　東海
本社報道部　名古屋本社社会
部　東京新聞（中日新聞東京
本社）外報部　ボン　ベルリ
ンの各支局　論説委員を務め　
2024年 3 月退社
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だ
い
た
。
東
京
新
聞
、
中
日
新
聞
と
も
１

面
ト
ッ
プ
で
扱
っ
た
。

た
だ
現
実
に
は
、
そ
の
後
の
日
独
の
歩

み
は
対
照
的
だ
っ
た
。

ロ
シ
ア
が
欧
米
の
経
済
制
裁
に
反
発
し

て
天
然
ガ
ス
供
給
を
停
止
し
た
た
め
、
一

部
原
発
の
稼
働
を
延
長
し
た
が
、
23
年
４

月
に
最
後
の
原
発
を
停
止
さ
せ
、
脱
原
発

を
完
了
し
た
。
代
替
と
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
増
や
し
て
い
る
。
日

本
は
福
島
の
事
故
後
、「
原
発
依
存
を
可

能
な
限
り
低
減
す
る
」と
し
て
き
た
方
針

を
３
年
前
、「
原
発
を
最
大
限
活
用
す
る
」

と
転
換
し
、
原
発
の
再
稼
働
が
進
ん
で
い

る
。

ら
れ
て
い
る
。

今
、
在
日
外
国
人
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
で
は
、
ド
イ
ツ

な
ど
の
難
民
移
民
問
題
は
失
敗
例
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
果
た
し

て
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。

1５
年
12
月
、
ド
イ
ツ
の
難
民
受
け
入
れ

現
場
を
見
た
。
ド
イ
ツ
語
教
室
な
ど
、
社

会
に
溶
け
込
ん
で
も
ら
う
た
め
の
教
育
の

場
を
設
け
て
い
た
。「
自
分
た
ち
も
戦
後
、

（
ド
イ
ツ
が
失
っ
た
東
方
領
土
か
ら
の
）難

民
だ
っ
た
」と
寄
り
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
い
た
。
難
民
ら
は
助
け
て
も
ら
っ
た
恩

は
忘
れ
な
い
、
と
口
々
に
話
し
て
い
た
。

ト
ル
コ
人
移
民
２
世
、３
世
の
中
に
は
、

教
育
や
技
術
を
身
に
付
け
、
現
在
、
ド
イ

ツ
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
多
い
。
23

年
に
は
メ
ル
ケ
ル
氏
の
寛
容
政
策
に
よ
っ

て
ド
イ
ツ
南
西
部
に
移
住
し
た
シ
リ
ア
難

民
が
、
町
長
に
当
選
し
た
。
少
子
化
の
時

代
、
移
民
難
民
ら
が
力
と
な
っ
て
く
れ
る

場
面
も
多
く
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

◆
米
国
と
の
距
離
を
ど
う
取
る
か

日
本
は
日
米
安
保
協
定
を
結
び
、
ド
イ

ツ
は
米
欧
の
軍
事
同
盟
、
北
大
西
洋
条
約

機
構（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）の
一
員
で
、
と
も
に

米
国
の
同
盟
国
だ
。
し
か
し
、
そ
の
あ
り

よ
う
は
違
う
。
ド
イ
ツ
統
一
後
、
米
軍
な

ど
駐
留
軍
は
地
位
協
定
改
定
に
応
じ
、
駐

留
軍
の
訓
練
な
ど
に
ド
イ
ツ
国
内
法
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
日
米

地
位
協
定
で
は
、
米
軍
の
特
権
は
大
幅
に

認
め
ら
れ
た
ま
ま
だ
。

日
米
関
係
、
米
独
関
係
と
も
、
ト
ラ
ン

プ
米
政
権
の
登
場
で
、
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
て
い
る
。
第
一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
登
場

の
際
、
メ
ル
ケ
ル
氏
は「
他
国（
米
国
）に

完
全
に
頼
る
時
代
は
終
わ
っ
た
」と
嘆

き
、米
国
と
距
離
を
置
く
姿
勢
を
示
し
た
。

今
回
の
米
国
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ

ン
攻
撃
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
巡
る
米
国
と

イ
ラ
ン
の
対
立
や
迷
走
に
、
欧
州
か
ら
は

厳
し
い
批
判
も
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。

メ
ル
ツ
独
首
相
は
４
月
、「
米
国
は
ど
の

よ
う
な
出
口
戦
略
を
選
択
し
て
い
る
の

か
、
分
か
ら
な
い
。
米
国
は
イ
ラ
ン
か
ら

屈
辱
を
受
け
て
い
る
」と
批
判
し
た
。
こ

れ
に
ト
ラ
ン
プ
氏
は
不
快
感
を
示
し
、
米

国
防
総
省
は
ド
イ
ツ
駐
留
の
米
軍
５
０
０

０
人
を
撤
収
さ
せ
る
計
画
を
明
ら
か
に
し

た
。
欧
州
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
啖た

ん

呵か

を
切

れ
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
の
結
束
が
強
く
、
米
国

抜
き
の
軍
事
力
で
も
あ
る
程
度
対
応
で
き

る
自
信
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
日
本
の
周
囲
に
は
、
Ｅ

Ｕ
の
よ
う
な
心
強
い「
仲
間
」は
い
な
い
。

む
し
ろ
中
ロ
北
朝
鮮
な
ど
、
警
戒
す
べ
き

存
在
ば
か
り
だ
。「
米
国
一
国
依
存
」の

状
況
が
続
く
し
か
な
い
日
本
の
現
状
を
、

憂
え
て
い
る
。

◆
寛
容
政
策
は
失
敗
だ
っ
た
か

最
初
に
ド
イ
ツ
に
来
た
時
の
印
象
は
、

町
中
に
外
国
人
、
特
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

多
か
っ
た
こ
と
だ
。
ケ
バ
ブ
を
売
る
店
が

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
期
を
支
え
る
た
め
に
来
た
ト
ル
コ
人
や

そ
の
家
族
ら
だ
と
い
う
。
冷
戦
後
、
90
年

代
に
入
る
と
、
旧
ソ
連
、
東
欧
諸
国
、
内

戦
の
あ
っ
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
諸
国
な

ど
か
ら
の
移
民
や
難
民
も
、
よ
く
見
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
が
多
く
の
難

民
ら
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
、
ナ
チ
ス

に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
へ
の
反
省
か
ら
、

基
本
法（
憲
法
）が
難
民
ら
へ
の
庇ひ

護ご

権

を
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

難
民
が
爆
発
的
に
増
え
た
の
は
、
メ
ル

ケ
ル
首
相
が
1５
年
、
内
戦
の
シ
リ
ア
な
ど

か
ら
殺
到
し
た
難
民
を
上
限
な
く
受
け
入

れ
る
寛
容
政
策
を
表
明
し
た
の
が
き
っ
か

け
だ
。
翌
年
に
か
け
て
約
１
２
０
万
人
が

流
入
し
た
。
急
激
な
受
け
入
れ
は
社
会
の

ひ
ず
み
も
も
た
ら
し
、
自
治
体
な
ど
は
受

け
入
れ
場
所
確
保
に
四
苦
八
苦
。
難
民
ら

に
よ
る
テ
ロ
や
暴
行
事
件
も
相
次
ぎ
、
排

外
主
義
を
掲
げ
る
極
右
政
党
が
躍
進
す
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
り
侵

攻
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
難
民
も
１

０
０
万
人
以
上
に
上
り
、
負
担
は
さ
ら
に

増
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
の
人
口
の
約
４

分
の
１
が
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
と
み

身を乗りだすメルケル独首相（左）、腕を組む安倍晋三首相（中央）、詰め寄られる
トランプ米大統領（右）（2018年６月９日/カナダ東部シャルルボワ/独政府提供/ＡＦＰ時事）
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科目 ２0２5年度 ２0２4年度 増減

Ⅰ資産の部

⒈流動資産

現 金 預 金 40,79３,9１２ ２9,765,957 １１,0２7,955

仮 払 金 ３１２,5３0 66,8３4 ２45,696

立 替 金 4,１１8,１３6 ３,３２8,4３１ 789,705

未 収 会 費 5,３7３,400 6,88２,600 △ １,509,２00

未 収 貸 室 料 ２,507,１２0 １,594,7３6 9１２,３84

前 払 金 １１,690,005 １１,676,495 １３,5１0

流 動 資 産 合 計 64,795,１0３ 5３,３１5,05３ １１,480,050

⒉固定資産

⑴特定資産

退 職 準 備 積 立 預 金 ３7,6２１,948 6１,２4１,9２6 △ ２３,6１9,978

特 別 修 繕 積 立 預 金 １64,97３,0３２ １64,97３,0３２ 0

特別記念事業積立預金 44,47１,２95 44,47１,２95 0

特別システム更新積立預金 49,１04,78２ 49,１04,78２ 0

ク ラ ブ 賞 積 立 預 金 ２３0,957,２46 ２３0,957,２46 0

経営安定化資金積立預金 １6１,4１4,56１ １6１,4１4,56１ 0

特 定 資 産 合 計 688,54２,864 7１２,１6２,84２ △ ２３,6１9,978

⑵その他固定資産

内 装 設 備 ３,１9１,２２5 ３,45２,２9１ △ ２6１,066

什 器 備 品 ２３6,7１6 6１6,800 △ ３80,084

ソ フ ト ウ ェ ア １0,9２２,656 １4,２１4,79１ △ ３,２9２,１３5

敷 金 75,9３8,40３ 75,9３8,40３ 0

そ の 他 固 定 資 産 合 計 90,２89,000 94,２２２,２85 △ ３,9３３,２85

固 定 資 産 合 計 778,8３１,864 806,３85,１２7 △ ２7,55３,２6３

資 産 合 計 84３,6２6,967 859,700,１80 △ １6,07３,２１３

Ⅱ負債の部

⒈流動負債

仮 受 金 ３,458,500 ２,60１,２00 857,３00

預 り 金 4２,4２6 0 4２,4２6

未 払 金 6,866,１３0 4,495,２77 ２,３70,85３

流 動 負 債 合 計 １0,３67,056 7,096,477 ３,２70,579

⒉固定負債

退 職 準 備 引 当 金 ３7,6２１,948 6１,２4１,9２6 △ ２３,6１9,978

固 定 負 債 合 計 ３7,6２１,948 6１,２4１,9２6 △ ２３,6１9,978

負 債 合 計 47,989,004 68,３３8,40３ △ ２0,３49,３99

Ⅲ正味財産の部

⒈指定正味財産

指 定 正 味 財 産 合 計 46,87２,３２8 46,87２,３２8 0

⒉一般正味財産 748,765,6３5 744,489,449 4,２76,１86

正 味 財 産 合 計 795,6３7,96３ 79１,３6１,777 4,２76,１86

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 84３,6２6,967 859,700,１80 △ １6,07３,２１３

貸借対照表　2026 年 3 月 31 日現在

（単位：円）

会 議報告
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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
贈
賞
式

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
の
贈

賞
式
と
パ
ー
テ
ィ
ー
が
５
月
27
日（
水
）

夕
、
10
階
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ア
ラ
ス
カ
で
行

わ
れ
た
。
老
川
祥
一
理
事
長
か
ら
、
ク
ラ

ブ
賞
受
賞
の
菅
谷
齊
さ
ん（
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
共
同
通
信
社
社
友
）、
特
別
賞
受

賞
の
東
日
本
放
送「
旧
優
生
保
護
法
問

題
」取
材
班（
髙
橋
直
希
さ
ん
）な
ら
び
に

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ「
報
道
特
集
」兵
庫
県
問

題
取
材
チ
ー
ム（
村
瀬
健
介
さ
ん
）に
表
彰

状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。
贈
賞
式
・
パ
ー

テ
ィ
ー
に
は
約
80
人
が
参
加
し
た
。

■
会
議
報
告

●
第
１
０
８
回
定
時
社
員
総
会

 

（
５
・
２7
　
会
見
場
）

書
面
議
決
社
員
を
含
め
出
席
社
員
計
１

０
６
社
の
出
席
を
持
っ
て
成
立（
定
足
数

60
社
）、
定
款
第
2５
条
に
よ
り
、
老
川
祥

一
理
事
長
を
議
長
に
開
催
さ
れ
た
。

２
０
２
５
年
度
の
事
業
報
告（
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
全
文
掲
載
）に
つ
い
て
事
務
局

が
報
告
。
2５
年
度
予
算
の
流
用
に
関
す
る

件
、同
決
算（
詳
細
２
㌻
、別
表
16
、17
㌻
）

に
つ
い
て
承
認
し
た
。

●
第
４
７
３
回
会
報
委
員
会

 

（
５
・
１１
　
大
会
議
室
）

６
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
榊
原
委
員
長
、
森
、
高
橋
、
成
田
、

佐
藤
、
辻
、
鴨
下
の
各
委
員
。

●
第
５
８
５
回
会
員
資
格
委
員
会

 

（
５
・
１4
　
会
見
場
）

退
任
す
る
中
村
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宏
委
員（
日
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ビ
放
送
網
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後
、
６
月

１
日
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入
退
会
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議
、
理
事
会
に
答
申
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た
。

出
席
　
福
島
委
員
長
、
蔭
西
、
清
水
、
鈴

木
、
中
村
、
中
本
の
各
委
員
。

●
第
５
７
２
回
企
画
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員
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（
５
・
１5
　
１0
階
ホ
ー
ル
＆
オ
ン
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任
の
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同
通
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木
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東
京
報
道
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補
佐
兼
総
合
ニ
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ー
ス
セ
ン
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ー
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が

あ
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つ
し
た
。
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
最
後
に
退
任
す

る
菅
野
幹
雄
委
員
長（
日
本
経
済
新
聞

社
）が
あ
い
さ
つ
し
た
。

出
席
　
菅
野
委
員
長
、
伊
藤
、
青
池
、
行

方
、
橋
本
、
猪
熊
、
高
橋
、
辻
本
、
乾
、

森
田
、
吉
村
、
内
田
、
半
沢
、
小
林
、
中

村
、
早
川
、
田
中
、
山
口
、
宮
内
、
今
井
、

出
川
、
山
下
、
岩
田
、
萩
原
、
藤
川
、
鈴

木
、
尾
崎
の
各
委
員
。

●
第
７
４
３
回
理
事
会（
書
面
）

①
左
記
の
役
員
一
部
交
代
に
関
す
る

件
、
②
２
０
２
５
年
４
月
の
公
益
認
定
法

の
改
正
に
伴
い
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
積
立

金
管
理
運
用
規
則
を
改
め
る
件
、
③
会
員

の
入
退
会（
６
月
１
日
付
）を
承
認
し
た
。

●
役
員
交
代

【
理
事
】

新
潟
日
報
社

阿
部
久 

東
京
支
社
長（
旧 

井
嶋
猛
氏) 

【
監
事
】

Ｊ
―
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ

森
田
太 

取
締
役（
旧 

小
向
国
靖
氏
）

賞状を手に記念撮影に応じる受賞者の皆さん
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正味財産増減計算書内訳表
自　2025年4月1日　　至　2026年3月31日

2025年度決 算

（単位：円）

科目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計公 １
記者会見等

公 ２
クラブ賞

公 ３
会報・HP 共通 小計

Ⅰ一般正味財産増減の部
１ ．経常増減の部

（ １ ）経常収益
特 定 資 産 運 用 益 １,２１4,7３8 ２60,7２２ １,475,460 １,475,460
受 取 会 費 ２１9,7１5,080 ２１9,7１5,080 6１,970,9２0 ２8１,686,000

法 人 会 員 会 費 収 入 １47,２46,996 １47,２46,996 4１,5３１,２04 １88,778,２00
個 人 会 員 会 費 収 入 ３8,47３,２66 ３8,47３,２66 １0,85１,4３4 49,３２4,700
賛 助 会 員 会 費 収 入 ３３,994,8１8 ３３,994,8１8 9,588,２8２ 4３,58３,１00

事 業 収 益 58,8２３,948 58,8２３,948
貸 室 料 収 入 40,１0２,１68 40,１0２,１68
飲 食 売 上 割 戻 し １１,56２,980 １１,56２,980
施 設 機 器 賃 借 料 7,１58,800 7,１58,800

雑 収 益 70,２7２ 70,２7２ 6３7,３２7 8,4３３ 7１6,0３２
受 取 利 息 70,２7２ 70,２7２ １4,99１ 8,4３３ 9３,696
そ の 他 の 雑 収 入 6２２,３３6 6２２,３３6

受 取 入 会 金
受 取 寄 付 金 ２50,000 ２50,000 ２50,000
経 常 収 益 計 １,２１4,7３8 ２２0,２96,074 ２２１,5１0,8１２ 59,46１,２75 6１,979,３5３ ３4２,95１,440

（ ２ ）経常費用
事 業 費 １３7,１05,１04 7,09３,75１ ３7,85１,687 57,496,３7３ ２３9,546,9１5 44,69１,３4２ ２84,２３8,２57

借 室 維 持 費 76,7１5,１97 57,496,３7３ １３4,２１１,570 ２5,6２5,098 １59,8３6,668
借 室 料 ３9,１5２,8３7 ２4,470,5２３ 6３,6２３,３60 １9,576,4１8 8３,１99,778
共 益 費 8,0１7,008 5,0１0,6３0 １３,0２7,6３8 4,008,504 １7,0３6,１4２
空 調 ・ 光 熱 費 4,080,３5２ ２,550,２２0 6,6３0,57２ ２,040,１76 8,670,748
ホ ー ル 専 用 利 用 費 ２5,465,000 ２5,465,000 50,9３0,000 50,9３0,000

人 件 費 45,２9１,577 5,１85,784 １9,84３,876 70,３２１,２３7 １7,３65,895 87,687,１３２
役 員 報 酬 6,３75,000 １,２75,000 5,１00,000 １２,750,000 １２,750,000
給 与 金 ２３,64３,67２ ２,576,454 9,688,7１9 ３5,908,845 １0,7１6,３76 46,6２5,２２１
賞 与 ・ 諸 手 当 １4,950,１7１ １,２96,804 4,9１２,554 ２１,１59,5２9 6,5２9,4３２ ２7,688,96１
厚 生 費 ３２２,7３4 ３7,5２6 １4２,60３ 50２,86３ １２0,087 6２２,950

事 業 費 １4,797,9１6 １,907,967 １8,007,8１１ ３4,7１３,694 ３4,7１３,694
会 議 費 １,778,１48 68,３90 4３３,１３9 ２,２79,677 ２,２79,677
事 業 運 営 費 １１,5２１,１7３ 44３,１２２ ２,806,4３9 １4,770,7３4 １4,770,7３4
会 報 発 行・Ｈ Ｐ 運 営 費 １３,674,0２5 １３,674,0２5 １３,674,0２5
ク ラ ブ 賞 実 施 費 １,１２7,１２３ １,１２7,１２３ １,１２7,１２３
運 営 雑 費 １88,１１２ 7,２３5 45,8２２ ２4１,１69 ２4１,１69
通 信 費 １,２68,7３8 ２5３,748 １,0１4,990 ２,5３7,476 ２,5３7,476
印 刷 費 ３8,7２0 7,744 ３0,976 77,440 77,440
交 通 費 ３,0２5 605 ２,4２0 6,050 6,050

減 価 償 却 費 ３00,4１4 ３00,4１4 １,700,３49 ２,000,76３
管 理 費 54,4３6,997 54,4３6,997

借 室 維 持 費  １9,２１8,8２３ １9,２１8,8２３
借 室 料 １4,68２,３１4 １4,68２,３１4
共 益 費 ３,006,３78 ３,006,３78
空 調 ・ 光 熱 費 １,5３0,１３１ １,5３0,１３１

人 件 費 １4,4２8,9１0 １4,4２8,9１0
役 員 報 酬 ２,２50,000 ２,２50,000
給 与 金 7,３76,579 7,３76,579
賞 与 ・ 諸 手 当 4,674,7３5 4,674,7３5
厚 生 費 １２7,596 １２7,596

そ の 他 の 管 理 費 １8,856,74２ １8,856,74２
ク ラ ブ 管 理 費 １4,699,１4１ １4,699,１4１
機 器 備 品 費 0 0
消 耗 品 費 47２,767 47２,767
事 務 委 託 費 ２,３9１,２6１ ２,３9１,２6１
事 務 雑 費 6３8,３３３ 6３8,３３３
通 信 費 6３4,３68 6３4,３68
印 刷 費 １9,３60 １9,３60
交 通 費 １,5１２ １,5１２

減 価 償 却 費 １,9３２,5２２ １,9３２,5２２
経 常 費 用 計 １３7,１05,１04 7,09３,75１ ３7,85１,687 57,496,３7３ ２３9,546,9１5 44,69１,３4２ 54,4３6,997 ３３8,675,２54
評価損益等調整前当期経常増減額 △ １３7,１05,１04 △ 5,879,0１３ △ ３7,85１,687 １6２,799,70１ △ １8,0３6,１0３ １4,769,9３３ 7,54２,３56 4,２76,１86

当期経常増減額 △ １３7,１05,１04 △ 5,879,0１３ △ ３7,85１,687 １6２,799,70１ △ １8,0３6,１0３ １4,769,9３３ 7,54２,３56 4,２76,１86
２ ．経常外増減の部
（ １ ）経常外収益

経 常 外 収 入 計
（ ２ ）経常外費用

経 常 外 費 用 計
当期経常外増減額

他 会 計 振 替 額 ３,１05,３49 ３,１05,３49 △ ３,１05,３49
当期一般正味財産増減額 △ １３7,１05,１04 △ 5,879,0１３ △ ３7,85１,687 １65,905,050 △ １4,9３0,754 １１,664,584 7,54２,３56 4,２76,１86
一般正味財産期首残高 △ １,66２,859,954 △ １３３,65３,97２ △ 477,３7２,40２ ２,678,6２5,１59 404,7３8,8３１ １78,5１9,6３２ １6１,２３0,986 744,489,449
一般正味財産期末残高 △ １,799,965,058 △ １３9,5３２,985 △ 5１5,２２4,089 ２,844,5３0,２09 ３89,808,077 １90,１84,２１6 １68,77３,３4２ 748,765,6３5

Ⅱ指定正味財産増減の部
指定正味財産期首残高 46,87２,３２8 46,87２,３２8 46,87２,３２8
指定正味財産期末残高 46,87２,３２8 46,87２,３２8 46,87２,３２8

Ⅲ正味財産期末残高 △ １,799,965,058 △ 9２,660,657 △ 5１5,２２4,089 ２,844,5３0,２09 4３6,680,405 １90,１84,２１6 １68,77３,３4２ 795,6３7,96３



17⃝日本記者クラブ会報　2026.6.10　No.676

科目 ２0２5年度 ２0２4年度 増減

Ⅰ資産の部

⒈流動資産

現 金 預 金 40,79３,9１２ ２9,765,957 １１,0２7,955

仮 払 金 ３１２,5３0 66,8３4 ２45,696

立 替 金 4,１１8,１３6 ３,３２8,4３１ 789,705

未 収 会 費 5,３7３,400 6,88２,600 △ １,509,２00

未 収 貸 室 料 ２,507,１２0 １,594,7３6 9１２,３84

前 払 金 １１,690,005 １１,676,495 １３,5１0

流 動 資 産 合 計 64,795,１0３ 5３,３１5,05３ １１,480,050

⒉固定資産

⑴特定資産

退 職 準 備 積 立 預 金 ３7,6２１,948 6１,２4１,9２6 △ ２３,6１9,978

特 別 修 繕 積 立 預 金 １64,97３,0３２ １64,97３,0３２ 0

特別記念事業積立預金 44,47１,２95 44,47１,２95 0

特別システム更新積立預金 49,１04,78２ 49,１04,78２ 0

ク ラ ブ 賞 積 立 預 金 ２３0,957,２46 ２３0,957,２46 0

経営安定化資金積立預金 １6１,4１4,56１ １6１,4１4,56１ 0

特 定 資 産 合 計 688,54２,864 7１２,１6２,84２ △ ２３,6１9,978

⑵その他固定資産

内 装 設 備 ３,１9１,２２5 ３,45２,２9１ △ ２6１,066

什 器 備 品 ２３6,7１6 6１6,800 △ ３80,084

ソ フ ト ウ ェ ア １0,9２２,656 １4,２１4,79１ △ ３,２9２,１３5

敷 金 75,9３8,40３ 75,9３8,40３ 0

そ の 他 固 定 資 産 合 計 90,２89,000 94,２２２,２85 △ ３,9３３,２85

固 定 資 産 合 計 778,8３１,864 806,３85,１２7 △ ２7,55３,２6３

資 産 合 計 84３,6２6,967 859,700,１80 △ １6,07３,２１３

Ⅱ負債の部

⒈流動負債

仮 受 金 ３,458,500 ２,60１,２00 857,３00

預 り 金 4２,4２6 0 4２,4２6

未 払 金 6,866,１３0 4,495,２77 ２,３70,85３

流 動 負 債 合 計 １0,３67,056 7,096,477 ３,２70,579

⒉固定負債

退 職 準 備 引 当 金 ３7,6２１,948 6１,２4１,9２6 △ ２３,6１9,978

固 定 負 債 合 計 ３7,6２１,948 6１,２4１,9２6 △ ２３,6１9,978

負 債 合 計 47,989,004 68,３３8,40３ △ ２0,３49,３99

Ⅲ正味財産の部

⒈指定正味財産

指 定 正 味 財 産 合 計 46,87２,３２8 46,87２,３２8 0

⒉一般正味財産 748,765,6３5 744,489,449 4,２76,１86

正 味 財 産 合 計 795,6３7,96３ 79１,３6１,777 4,２76,１86

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 84３,6２6,967 859,700,１80 △ １6,07３,２１３

貸借対照表　2026 年 3 月 31 日現在

（単位：円）

会 議報告

■
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
贈
賞
式

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
の
贈

賞
式
と
パ
ー
テ
ィ
ー
が
５
月
27
日（
水
）

夕
、
10
階
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ア
ラ
ス
カ
で
行

わ
れ
た
。
老
川
祥
一
理
事
長
か
ら
、
ク
ラ

ブ
賞
受
賞
の
菅
谷
齊
さ
ん（
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
共
同
通
信
社
社
友
）、
特
別
賞
受

賞
の
東
日
本
放
送「
旧
優
生
保
護
法
問

題
」取
材
班（
髙
橋
直
希
さ
ん
）な
ら
び
に

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ「
報
道
特
集
」兵
庫
県
問

題
取
材
チ
ー
ム（
村
瀬
健
介
さ
ん
）に
表
彰

状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。
贈
賞
式
・
パ
ー

テ
ィ
ー
に
は
約
80
人
が
参
加
し
た
。

■
会
議
報
告

●
第
１
０
８
回
定
時
社
員
総
会

 

（
５
・
２7
　
会
見
場
）

書
面
議
決
社
員
を
含
め
出
席
社
員
計
１

０
６
社
の
出
席
を
持
っ
て
成
立（
定
足
数

60
社
）、
定
款
第
2５
条
に
よ
り
、
老
川
祥

一
理
事
長
を
議
長
に
開
催
さ
れ
た
。

２
０
２
５
年
度
の
事
業
報
告（
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
全
文
掲
載
）に
つ
い
て
事
務
局

が
報
告
。
2５
年
度
予
算
の
流
用
に
関
す
る

件
、同
決
算（
詳
細
２
㌻
、別
表
16
、17
㌻
）

に
つ
い
て
承
認
し
た
。

●
第
４
７
３
回
会
報
委
員
会

 

（
５
・
１１
　
大
会
議
室
）

６
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
榊
原
委
員
長
、
森
、
高
橋
、
成
田
、

佐
藤
、
辻
、
鴨
下
の
各
委
員
。

●
第
５
８
５
回
会
員
資
格
委
員
会

 

（
５
・
１4
　
会
見
場
）

退
任
す
る
中
村
光
宏
委
員（
日
本
テ
レ

ビ
放
送
網
）が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
６
月

１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会
に
答
申

し
た
。

出
席
　
福
島
委
員
長
、
蔭
西
、
清
水
、
鈴

木
、
中
村
、
中
本
の
各
委
員
。

●
第
５
７
２
回
企
画
委
員
会

 

（
５
・
１5
　
１0
階
ホ
ー
ル
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

新
任
の
青
池
学
・
朝
日
新
聞
社
論
説
委

員
、
半
沢
隆
実
・
共
同
通
信
社
特
別
編
集

委
員
、
鈴
木
亨
知
・
テ
レ
ビ
東
京
報
道
局

長
補
佐
兼
総
合
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
。
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
最
後
に
退
任
す

る
菅
野
幹
雄
委
員
長（
日
本
経
済
新
聞

社
）が
あ
い
さ
つ
し
た
。

出
席
　
菅
野
委
員
長
、
伊
藤
、
青
池
、
行

方
、
橋
本
、
猪
熊
、
高
橋
、
辻
本
、
乾
、

森
田
、
吉
村
、
内
田
、
半
沢
、
小
林
、
中

村
、
早
川
、
田
中
、
山
口
、
宮
内
、
今
井
、

出
川
、
山
下
、
岩
田
、
萩
原
、
藤
川
、
鈴

木
、
尾
崎
の
各
委
員
。

●
第
７
４
３
回
理
事
会（
書
面
）

①
左
記
の
役
員
一
部
交
代
に
関
す
る

件
、
②
２
０
２
５
年
４
月
の
公
益
認
定
法

の
改
正
に
伴
い
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
積
立

金
管
理
運
用
規
則
を
改
め
る
件
、
③
会
員

の
入
退
会（
６
月
１
日
付
）を
承
認
し
た
。

●
役
員
交
代

【
理
事
】

新
潟
日
報
社

阿
部
久 

東
京
支
社
長（
旧 

井
嶋
猛
氏) 

【
監
事
】

Ｊ
―
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ

森
田
太 

取
締
役（
旧 

小
向
国
靖
氏
）

賞状を手に記念撮影に応じる受賞者の皆さん
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終
戦
ま
で
父
島
で
対

空
砲
火
の
高
射
砲
手

だ
っ
た
父
か
ら
聞
い
た

話
で
あ
る
。
あ
る
日
、

グ
ラ
マ
ン
が
飛
ん
で
き

た
。
父
と
同
僚
が
夢
中

で
撃
ち
ま
く
り
、
見
事
撃
墜
し
た
。
パ

イ
ロ
ッ
ト
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
飛
び

出
し
海
に
落
ち
た
。
す
る
と
、
間
も

な
く
米
軍
機
が
現
れ
周
辺
に
爆
弾
を

次
々
と
落
と
し
、
近
づ
け
な
い
よ
う

に
し
た
う
え
で
潜
水
艦
が
浮
上
し
彼

を
回
収
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
父
は
唖あ

然ぜ
ん

と
し
て
見
て
い
た
。「
日

本
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
一
人
の
救
出
で
、

こ
ん
な
こ
と
は
決
し
て
や
ら
な
い
。

す
ご
い
も
の
だ
」
と
い
う
の
が
父
の

感
慨
で
あ
る
。
同
時
期
に
父
島
で
撃

墜
さ
れ
た
ブ
ッ
シ
ュ
海
軍
中
尉
（
元

米
大
統
領
）
も
同
じ
よ
う
に
救
出
さ

れ
た
。
父
が
見
た
の
は
彼
だ
っ
た
可

能
性
も
高
い
。

　
米
軍
は
空
襲
時
に
、
撃
墜
さ
れ
た
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
回
収
計
画
も
常
に
セ
ッ
ト

で
作
戦
を
立
案
し
た
と
い
う
。
緻
密
な

作
戦
計
画
が
高
度
な
技
能
を
持
っ
た
パ

イ
ロ
ッ
ト
や
、
の
ち
に
大
統
領
に
な
る

よ
う
な
人
材
も
救
っ
た
の
だ
。

　
翻
っ
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で
あ
る
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
捕
獲

作
戦
の
成
功
で
気
を
良
く
し
た
彼
が
、

イ
ラ
ン
攻
撃
を
す
れ
ば
、
国
民
反
乱
が

起
き
イ
ラ
ン
政
府
は
簡
単
に
打
倒
さ
れ

る
と
い
う
、
甘
い
夢
を
見
て
い
た
の
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
イ
ラ
ン
攻
撃
前

に
は
ト
ラ
ン
プ
派
と
み
ら
れ
る
論
者
の

「
米
軍
が
激
し
く
攻
撃
し
て
、
あ
と

は
イ
ラ
ン
人
に
任
せ
れ
ば
よ
い
」
と

い
う
主
張
が
目
立
っ
て
い
た
。

　
だ
が
、
夢
想
し
た
反
乱
は
起
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
最
高
指

導
者
も
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
大
戦
末
期
の
日
本
で
不

測
の
事
態
が
起
き
、
血
気
に
は
や
る

軍
部
を
抑
え
る
玉
音
放
送
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の

だ
。
天
皇
の
よ
う
な
存
在
を
失
っ
た

今
の
イ
ラ
ン
政
府
に
は
、
血
走
っ
た

革
命
防
衛
隊
を
抑
え
る
〝
聖
断
〟
が

下
せ
る
の
か
。
戦
争
決
着
の
道
は
ハ

メ
ネ
イ
殺
害
で
は
る
か
に
困
難
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ラ
ン
攻
撃
は
国
際
法
違
反
の
疑
い

が
濃
厚
な
だ
け
で
な
い
。
そ
の
作
戦
に

は
緻
密
な
計
画
が
ほ
と
ん
ど
見
え
て
こ

な
い
の
で
あ
る
。

読
売
新
聞
社
出
身
　
飯
山
　
雅
史

緻密な米国はどこへ

会報
委員から

『
長
期
政
権
の
条
件
』

老
川
　
祥
一（
読
売
新
聞
社
主
筆
）

運
と
選
挙
と
自
制
心
の
ド
ラ
マ
か
ら
　

　
半
年
も
も
つ
ま
い
と
い
わ
れ
た
政
権
が

長
期
安
定
を
誇
る
か
と
思
え
ば
、
長
期
政

権
間
違
い
な
し
と
目
さ
れ
な
が
ら
あ
っ
と

い
う
間
に
崩
壊
し
た
り
も
す
る
。
ど
れ
も

偶
然
の
出
来
事
な
の
で
す
が
、
一
定
の
時

間
を
へ
て
通
観
し
て
み
る
と
、
多
彩
な
政

治
ド
ラ
マ
の
中
に
、
共
通
点
や
法
則
に
似

た
パ
タ
ー
ン
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
長
い
歳
月
に
わ
た
っ
て
政
治
の
世
界
を

身
近
に
観
察
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
者
と

し
て
、
気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を

記
録
し
、
伝
え
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
に

政
治
へ
の
関
心

を
深
め
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

 『
半
導
体
　尖
端
覇
権
の
興
亡
』

大
鹿
　
靖
明（
朝
日
新
聞
社
出
身
）

著
者
30
年
余
の
取
材
を
集
大
成
　

　
最
近
と
み
に
軍
事
・
安
保
の
面
で
半
導

体
を
語
る
こ
と
が
流
行
し
て
い
る
が
、
３0

年
余
、
業
界
を
見
て
き
た
自
分
か
ら
す
る

と
違
和
感
が
あ
る
。
日
本
は
圧
倒
的
に
民

生
品
の
製
造
業
に
よ
っ
て
大
国
に
の
し
上

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

マイBOO K

が
っ
て
き
た
国
で
あ
り
、
半
導
体
を
含
む

尖
端
デ
バ
イ
ス
産
業
も
民
生
品
向
け
に
開

発
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
点
に

く
ぎ
を
刺
し
つ
つ
、「
電
子
立
国
」と
喧け

ん

伝で
ん

さ
れ
て
き
た
日
本
の
凋ち

ょ
う
ら
く落の

理
由
を
解

き
明
か
し
、
経
産
省
主
導
で
進
む
半
導
体

再
興
の
危
う
さ

を
解
剖
し
た
の

が
本
書
で
あ

る
。

 『
兵
庫
県
告
発
文
書
問
題 

な
ぜ
日
本
を
揺
る

が
す
の
か
』

奥
山
　
俊
宏（
朝
日
新
聞
社
出
身
）

事
実
関
係
を
丹
念
に
検
証
　

　
兵
庫
県
議
会
の
百
条
委
員
会
で
の
意
見

陳
述
を
引
き
受
け
た
と
き
は
、
こ
ん
な
事

態
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
知

事
の
疑
惑
を
告
発
し
た
文
書
は
、
県
政
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
政
治
・
社
会
を
も
揺

る
が
せ
て
い
る
。
知
事
の
失
職
に
伴
う
知

事
選
で
は
、
偽
・
誤
情
報
や
陰
謀
論
、
二

元
論
が
拡
散
さ
れ
、
民
意
は
も
て
あ
そ
ば

れ
、
ゆ
が
め
ら
れ
た
。
深
刻
な
分
断
が
社

会
に
生
じ
て
い
る
。

　
こ
の
本
は
、
事
実
関
係
を
丹
念
に
検
証

し
、混
乱
す
る
議
論
を
整
理
し
、「
民
主
政
」

の
死
を
避
け
る

た
め
の
解
決
策

を
提
示
し
て
い

る
。

新潮社
1,034円

岩波書店
2,970円

講談社
2,750円
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事 務局から／会員掲示板

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：687人　⃝個人会員：961人
⃝法人・個人賛助会員：55社・117人　⃝特別賛助会員：94人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：101人 計174社・1,973人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 飯山　雅史　勝田　洋人　鴨下ひろみ 

佐藤　圭一　高橋　清子　田中　成之 
辻　　篤子　成田　浩二　堀口由多可 
森　　一徳

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（６／２現在）

１５㊊
１３：３０ 〜 １５：００　１０階ホール

「アメリカ建国２５０年」①
久保文明 前防衛大学校長

１６㊋
１４：３０ 〜 １６：００　９階会見場

「どうなる成年後見」③
弁護士 赤沼康弘さん

１８㊍
１５：００ 〜 １６：３０　９階会見場

「史上初のＡＩ戦争〜 ＡＩとロボットの戦場〜」
秋元千明 英国王立防衛安全保障研究所（ＲＵＳＩ）日本
特別代表、特別名誉フェロー

新しい個人Ｄ会員

　ＮＨＫで２０年に及ぶ海外駐在のうち、
半分の１０年を韓国で過ごしました。転
職後も引き続き朝鮮半島情勢をフォロ
ーしたいと思っています。

伊
い

藤
とう

　良
りょう

司
じ １９８８年日本放送協会入局。ソウル

支局長、パリ支局長、中国総局長、
アメリカ総局長などを歴任し２０２５
年３月退局。現在、日本国際放送
専務取締役。

　３８年間勤めた朝日新聞社を退社しま
した。尊敬するＯＢの本多勝一さんと船
橋洋一さんを見習ってジャーナリスト
活動を続けます。

大
おお

鹿
しか

　靖
やす

明
あき １９８８年朝日新聞社入社。経済部、
ＡＥＲＡ編集部などを経て３月退社。
著書に『ヒルズ黙示録』『メルトダウ
ン』『東芝の悲劇』など。５月に『半
導体・尖端覇権の興亡』を出版。

＜法人代表変更＞
・ ＮＨＫグローバルメディアサービス  

松岡烈 代表取締役（旧 神田真介氏）

　クラブへお越しの際は受付で署名をお願いし
ます。待ち合わせで後からおいでになる方や、伝
言などの連絡にも必要ですので、ご協力ください。

来室の際は受付でご署名をお願いします

■訃報
　田村玲子さん（産経新聞社出身、９１歳）が５月
１１日に死去されました。
　ご冥福をお祈りいたします。

　日本記者クラブ賞を受賞したジャーナリストで
共同通信社社友の菅谷齊さん、特別賞を受賞し
た東日本放送「旧優生保護法問題」取材班の髙橋
直希さん、ＴＢＳテレビ「報道特集」兵庫県問題取
材チームの村瀬健介さんによる受賞記念講演会
を開催します。講演会には一般の方も参加します。
日時：６月２９日（月）１７：００ 〜 １９：００
場所：１０階ホール（Ｚｏｏｍの配信あり）
　出席を希望される方はクラブのウェブサイト
からお申し込みください。

６月２９日にクラブ賞受賞記念講演会

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　六月お献立（６/３０まで）
　先付前菜：小芋みたらし串、牛八幡巻き、海
老黄身焼きなど　馬上杯：山ウド酢みそ　椀盛
り：翡翠茄子 ジュンサイ 焼湯葉　造り：鮪、ア
イナメ焼き霜など　焼き物：福子若狭焼き、セ
ロリと玉ねぎ 和風ソース掛け　炊き合わせ：鶏
つくねの信田巻き、楓麩、ズッキーニなど　食事：
とろろそば　果実：ゴールデンパイン、オレンジ、
キウイ（５，５００円） （板長：内海圭史）
※仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（６/３０まで）
　タコと野菜のカポナータ サラダ添え、冷製とう
もろこしのクリームスープ、牛フィレ肉のグリル 
和風おろしポン酢ソース、メロン ア・ラ・モード、
コーヒーまたは紅茶、パンとバター（４，４００円）。
ランチ、ディナーともに９階レストランでもご提
供します。 （シェフ：佐藤和治）

　皆さま、お世話になります。テレビ
離れが進む中、メディアの最新動向を
アップデートし、ＳＮＳ時代を生きる学生
たちと向き合っていきたいと思います。

狐
こ

野
の

　由
より

久
ひさ １９８６年日本テレビ放送網入社。パ

リ支局、ニューヨーク支局長、政治
担当部長、経済部長、国際部長、
編集局次長、ＮＴＶ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ社長などを歴任し２０２５
年３月退社。現在、白鴎大学教授。

◇
　個人Ｄ会員の入会キャンペーンを実施してい
ます。今新たに個人Ｄ会員になると、１年間、
会費が半額になります。詳細は事務局・杉本（０３
－３５０３－２７２７）までお問い合わせください。

https://www.jnpc.or.jp/HP情報

● セブン＆アイ・ホールディングス名誉顧問� �
鈴木敏文さん�公開しています

　先月死去したセブン＆アイ・ホ
ールディングスの元会長で名誉顧
問の鈴木敏文さんは、２００５年４月
６日にセブンイレブン・ジャパン
会長として登壇しました。その時の会見音声を
公開しています。

■音声アーカイブ　会見の音声録音
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事 務局から／会員掲示板

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：687人　⃝個人会員：961人
⃝法人・個人賛助会員：55社・117人　⃝特別賛助会員：94人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：101人 計174社・1,973人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 飯山　雅史　勝田　洋人　鴨下ひろみ 

佐藤　圭一　高橋　清子　田中　成之 
辻　　篤子　成田　浩二　堀口由多可 
森　　一徳

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（６／２現在）

１５㊊
１３：３０ 〜 １５：００　１０階ホール

「アメリカ建国２５０年」①
久保文明 前防衛大学校長

１６㊋
１４：３０ 〜 １６：００　９階会見場

「どうなる成年後見」③
弁護士 赤沼康弘さん

１８㊍
１５：００ 〜 １６：３０　９階会見場

「史上初のＡＩ戦争〜 ＡＩとロボットの戦場〜」
秋元千明 英国王立防衛安全保障研究所（ＲＵＳＩ）日本
特別代表、特別名誉フェロー

新しい個人Ｄ会員

　ＮＨＫで２０年に及ぶ海外駐在のうち、
半分の１０年を韓国で過ごしました。転
職後も引き続き朝鮮半島情勢をフォロ
ーしたいと思っています。

伊
い

藤
とう

　良
りょう

司
じ １９８８年日本放送協会入局。ソウル

支局長、パリ支局長、中国総局長、
アメリカ総局長などを歴任し２０２５
年３月退局。現在、日本国際放送
専務取締役。

　３８年間勤めた朝日新聞社を退社しま
した。尊敬するＯＢの本多勝一さんと船
橋洋一さんを見習ってジャーナリスト
活動を続けます。

大
おお

鹿
しか

　靖
やす

明
あき １９８８年朝日新聞社入社。経済部、
ＡＥＲＡ編集部などを経て３月退社。
著書に『ヒルズ黙示録』『メルトダウ
ン』『東芝の悲劇』など。５月に『半
導体・尖端覇権の興亡』を出版。

＜法人代表変更＞
・ ＮＨＫグローバルメディアサービス  

松岡烈 代表取締役（旧 神田真介氏）

　クラブへお越しの際は受付で署名をお願いし
ます。待ち合わせで後からおいでになる方や、伝
言などの連絡にも必要ですので、ご協力ください。

来室の際は受付でご署名をお願いします

■訃報
　田村玲子さん（産経新聞社出身、９１歳）が５月
１１日に死去されました。
　ご冥福をお祈りいたします。

　日本記者クラブ賞を受賞したジャーナリストで
共同通信社社友の菅谷齊さん、特別賞を受賞し
た東日本放送「旧優生保護法問題」取材班の髙橋
直希さん、ＴＢＳテレビ「報道特集」兵庫県問題取
材チームの村瀬健介さんによる受賞記念講演会
を開催します。講演会には一般の方も参加します。
日時：６月２９日（月）１７：００ 〜 １９：００
場所：１０階ホール（Ｚｏｏｍの配信あり）
　出席を希望される方はクラブのウェブサイト
からお申し込みください。

６月２９日にクラブ賞受賞記念講演会

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　六月お献立（６/３０まで）
　先付前菜：小芋みたらし串、牛八幡巻き、海
老黄身焼きなど　馬上杯：山ウド酢みそ　椀盛
り：翡翠茄子 ジュンサイ 焼湯葉　造り：鮪、ア
イナメ焼き霜など　焼き物：福子若狭焼き、セ
ロリと玉ねぎ 和風ソース掛け　炊き合わせ：鶏
つくねの信田巻き、楓麩、ズッキーニなど　食事：
とろろそば　果実：ゴールデンパイン、オレンジ、
キウイ（５，５００円） （板長：内海圭史）
※仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（６/３０まで）
　タコと野菜のカポナータ サラダ添え、冷製とう
もろこしのクリームスープ、牛フィレ肉のグリル 
和風おろしポン酢ソース、メロン ア・ラ・モード、
コーヒーまたは紅茶、パンとバター（４，４００円）。
ランチ、ディナーともに９階レストランでもご提
供します。 （シェフ：佐藤和治）

　皆さま、お世話になります。テレビ
離れが進む中、メディアの最新動向を
アップデートし、ＳＮＳ時代を生きる学生
たちと向き合っていきたいと思います。

狐
こ

野
の

　由
より

久
ひさ １９８６年日本テレビ放送網入社。パ

リ支局、ニューヨーク支局長、政治
担当部長、経済部長、国際部長、
編集局次長、ＮＴＶ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ社長などを歴任し２０２５
年３月退社。現在、白鴎大学教授。

◇
　個人Ｄ会員の入会キャンペーンを実施してい
ます。今新たに個人Ｄ会員になると、１年間、
会費が半額になります。詳細は事務局・杉本（０３
－３５０３－２７２７）までお問い合わせください。

https://www.jnpc.or.jp/HP情報

● セブン＆アイ・ホールディングス名誉顧問� �
鈴木敏文さん�公開しています

　先月死去したセブン＆アイ・ホ
ールディングスの元会長で名誉顧
問の鈴木敏文さんは、２００５年４月
６日にセブンイレブン・ジャパン
会長として登壇しました。その時の会見音声を
公開しています。

■音声アーカイブ　会見の音声録音

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/14279/report
https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
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撮影：中
なか

村
むら

　千
ち

春
はる

（東京新聞写真部）

江戸切子の作品「光
こう

雨
う

」。刻まれた模様や光の当たり方によって「表情」が変わるのが魅力的だ
� ＝４月２６日、東京都葛飾区

写 真 回 廊

　「『
ガ
ラ
ス
の
天
井
』を
一
つ
破
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
勇
気
づ
け

ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
と
て
も
う
れ
し
い
」「『
ガ
ラ
ス
の

天
井
』の
先
に
は
、『
ガ
ラ
ス
の
崖
』が
あ
る
。
失
敗
す
る
と『
女
性

は
リ
ー
ダ
ー
に
向
い
て
い
な
い
』と
い
う
偏
見
だ
」。
高
市
早
苗
首

相
は
１
月
１５
日
、
２４
カ
国
の
駐
日
女
性
大
使
ら
と
懇
談
し
た
時
、
こ

の
よ
う
な
言
葉
を
一
掃
す
べ
く
頑
張
ろ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　
高
市
首
相
と
同
じ
１
９
６
１
年
生
ま
れ
の
私
は
、
保
守
的
な
価
値

観
を
有
す
る
高
市
氏
だ
か
ら
こ
そ「
初
の
女
性
首
相
」に
な
れ
た
こ

と
に
複
雑
な
心
境
だ
。
そ
れ
で
も「
女
の
首
相
な
ん
て
あ
り
得
な
い
」

世
代
か
ら
す
る
と
、「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」打
破
の
一
歩
前
進
だ
と
思

っ
た
。
高
市
氏
が
２
月
の
総
選
挙
で
大
勝
し
た
時
、
話
を
聞
い
た
女

性
学
者
は「
持
て
る
武
器
は
何
で
も
使
っ
て
欲
し
い
も
の
を
手
に
入

れ
る
パ
ワ
ー
が
最
近
の
若
い
女
性
に
は
な
い
の
で
、
あ
れ
く
ら
い
欲

深
く
生
き
て
い
い
と
力
づ
け
た
の
で
は
な
い
か
」と
分
析
し
た
。

　
高
市
氏
は
、
大
使
ら
と
の
懇
談
で
こ
う
も
言
っ
た
。「
男
女
共
同

参
画
は
、
経
済
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
持
続
的
発
展

を
確
保
す
る
上
で
、
不
可
欠
な
要
素
だ
」。
目
下
、
高
市
氏
は「
ガ

ラ
ス
の
崖
」か
ら
転
落
し
な
い
よ
う
必
死
だ
。
３
月
に
閣
議
決
定
し

た「
第
６
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」に
は
、
選
択
的
夫
婦
別
姓

の
記
述
は
前
計
画
に
続
き
な
く
、
高
市
氏
持
論
の「
旧
姓
単
記
」を

可
能
と
す
る
法
制
化
の
検
討
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
改
姓
に
よ
っ
て
生

じ
る
不
便
や
不
利
益
を
減
ら
せ
ば
、
女
性
は
働
き
や
す
く
な
り
経
済

発
展
、「
国
力
」増
進
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
か
。
男
女
共
同
参
画
は

男
女
の
人
権
尊
重
と
い
う
観
点
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。「
勇
気
づ
け

ら
れ
た
」若
い
女
性
た
ち
は
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　
江
戸
切
子
は
厚
み
、
素
材
、
カ
ッ
ト
技
術
な
ど
に
よ
っ
て
割
れ
に

く
い
と
い
う
。
日
本
社
会
の「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」み
た
い
だ
。
高
市

氏
は
そ
れ
を
映
し
出
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

�

（
毎
日
新
聞
社
出
身
　
山
田
　
道
子
）

天
井
に 

崖
に 

切
り
込
む


